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暑
か
っ
た
夏

が
過
ぎ
、
心
地

よ
い
涼
し
さ
が

感
じ
ら
れ
る
こ

の
季
節
に
な
る

と
、
大
学
構
内

は
に
わ
か
に
熱

気
を
帯
び
る
よ

う
に
な
る
。
大
学
の
至
る
所

で
学
生
た
ち
が
熱
心
に
大
学

祭
の
準
備
を
し
て
い
る
の
を

見
か
け
る
▼
多
く
の
学
生
た

ち
に
と
っ
て
、
大
学
祭
は
大

学
生
活
に
お
い
て
最
も
思
い

出
に
残
る
行
事
の
ひ
と
つ
で

あ
る
。
大
学
祭
の
た
め
の
準

備
は
極
め
て
大
変
で
あ
ろ
う

が
、
そ
れ
も
学
生
た
ち
か
ら

す
れ
ば
き
っ
と
い
い
思
い
出

に
な
る
に
違
い
な
い
▼
学
生

た
ち
に
と
っ
て
、
大
学
と
は

学
問
を
は
じ
め
と
し
て
、
多

く
の
こ
と
を
学
ぶ
場
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
学
ぶ
の
は
講

義
や
ゼ
ミ
の
と
き
だ
け
で
は

な
い
。
学
生
た
ち
が
主
体
と

な
っ
て
自
ら
の
手
で
進
め
る

大
学
祭
や
部
活
動
、
サ
ー
ク

ル
活
動
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

大
学
活
動
も
、
広
い
意
味
で

の
学
ぶ
場
で
あ
る
▼
学
生
時

代
に
は
、
そ
の
時
に
し
か
出

来
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

る
。
学
生
の
み
な
さ
ん
に

は
、「
す
ぐ
に
役
に
立
つ
」
こ

と
の
み
を
追
求
す
る
の
で
は

な
く
、
大
学
祭
や
部
活
動
、

サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
、
学

生
で
あ
る
今
し
か
出
来
な
い

こ
と
に
精
一
杯
打
ち
込
ん
で

ほ
し
い
。
こ
う
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
大
学
は
こ
れ
ま
で

以
上
に
す
ば
ら
し
い
学
び
の

場
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

（
榊
原
雄
一
郎
）
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上の５行は、卒業式で歌われる関大逍遙
歌の２番である。ここに出てくる雁は「か
りがね」と読むが、「マガン」である。森�
外の『雁』の舞台となった明治１３（１８８０）年
当時の東京にはマガンがたくさん渡って来
ていたという。とすれば、マガンはかつて
は大阪にも来ていたのだろうか。
今でも北海道美唄市の宮島沼や、宮城県
の伊豆沼には、毎年、マガンが数万羽飛来
する。しかし、近畿地方には琵琶湖の湖北
町に少数が来るにすぎない。湖北町の近く

の旧浅井町（長浜市）の
西池に来る数百羽の雁は
マガンではなくオオヒシ
クイである。一茶が「今
日からは日本の雁（カ
リ）ぞ楽に寝よ」と詠ん
だのも雁の仲間ではもっ
とも大きいオオヒシクイ
らしい。
かつて大阪に雁が渡っ

てきていたかどうかを調べるためには、こ
の逍遙歌がいつだれによって作られたかを
知る必要がある。だが、関大「１００年史」を
見ても、現在編纂中の「１２０年史」の関係者
に訊いても、作詞者も作曲者も制作年もわ
からない。
逍遙歌は戦前の旧制高校や大学の寮歌や
応援歌であった。三高の「紅萌ゆる」が作
られたのは、関大経済学部が創設された明
治３７（１９０４）年であった。「琵琶湖周航の
歌」ができたのは大正６（１９１７）年であっ
た。「哀調を帯びた大正メロディ」と言われ
るこの関大逍遙歌も、大正期に作られたの
だろうか。ちなみに「自然の秀麗 人の親
和」で始まる学歌は、千里山学舎が竣工し
た大正１１（１９２２）年に、服部嘉香作詞、山田
耕筰作曲で誕生した。
さて、本題のマガンの話にもどる。万葉
の昔の奈良や京都にマガンが来ていたこと
は当時の多くの和歌に詠まれていることか
ら想像できる。ならば、明治、大正のマガ

ンの出てくる短歌を探そうと、ネットを検
索していたら、「禮嚴法師歌集」（与謝野鉄
幹の父の歌集、明治４３、１９１０年刊）に、雁
の歌がいくつか収められていることがわか
った。そこには有馬や淡路の地名があるこ
とから、当時は、難波江と呼ばれた淀川の
河口付近の葦の葉茂る入江あたりにもマガ
ンが来ていたものと思われる。
マガンは９月末から１０月に飛来し、２月
下旬から３月に北へ帰る。関大逍遙歌の「雁
高く鳴きて飛ぶ」の雁は、春の雑木林に咲
く金蘭の花がすでに散っているのを見て
も、３月の北帰行のマガンでなければなら
ない。時は「千里が丘に月落ちぬ」「眺むる
彼方白明に」から考えて夜明けである。夜
明けとともに飛び立ち、雁行と呼ばれるく
さび形の飛行隊形を描いて、遙か故郷のシ
ベリアをめざすマガンの群れ。それは毎
春、関大から全国に、そして世界に旅立っ
ていく学生の姿でもある。

（経済学部教授）

森岡 孝二

（写真提供：読売新聞社）
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本
学
は
ス
ポ
ー
ツ
実
績
に
秀

で
た
高
校
生
を
対
象
に
し
て
、

二
〇
〇
三
年
度
に
ス
ポ
ー
ツ
・

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
入
学
試
験
（
以

下
「
Ｓ
Ｆ
入
試
」
と
い
う
）
を

導
入
し
た
。
多
様
化
が
進
む
社

会
に
あ
っ
て
、
大
学
も
さ
ま
ざ

ま
な
活
力
に
富
ん
だ
学
生
を
求

め
て
い
る
。
こ
の
入
試
も
そ
の

一
端
を
担
っ
て
お
り
、
導
入
後

数
年
を
経
て
、
学
園
は
ま
す
ま

す
活
気
づ
い
て
い
る
。

八
月
二
十
八
日
か
ら
九
月
一

日
に
か
け
て
出
願
を
受
け
付

け
、
募
集
の
三
十
七
競
技
に
対

し
て
三
十
三
の
競
技
に
二
百
四

十
八
人
の
出
願
が
あ
っ
た
。
第

一
次
選
考
は
書
類
選
考
で
九
月

十
二
日
に
百
六
十
人
の
合
格
者

を
発
表
、
第
二
次
選
考
（
面
接

�
口
頭
試
問
を
含
む
�
・
小
論

文
等
）
は
九
月
二
十
四
日
に
実

施
、
九
月
二
十
八
日
に
最
終
合

格
者
百
五
十
一
人
を
発
表
し

た
。本

学
の
Ｓ
Ｆ
入
試
は
年
々
、

認
知
度
が
高
ま
り
、
競
技
レ
ベ

ル
が
前
年
度
を
凌
ぐ
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
Ｓ
Ｆ
入
試
の
出
願

資
格
は
「
高
等
学
校
に
お
け
る

全
体
の
評
定
平
均
値
が
三
・
四

以
上
（
法
学
部
は
三
・
六
以

上
）」
で
あ
り
、
か
つ
「
都
道
府

県
大
会
で
優
勝
も
し
く
は
準
優

勝
、
ま
た
は
同
様
の
成
績
を
収

め
た
チ
ー
ム
の
正
選
手
と
し
て

出
場
」
相
当
以
上
の
者
と
し
て

い
る
。
し
か
し
、
近
年
の
志
願

者
の
多
く
は
、
複
数
の
府
県
に

ま
た
が
る
広
域
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

あ
る
い
は
全
国
大
会
で
の
上
位

者
が
多
く
な
っ
て
い
る
点
が
注

目
さ
れ
る
。

二
〇
〇
七
年
度
の
Ｓ
Ｆ
入
試

に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
フ
ィ

ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
や
射
撃
な
ど

の
競
技
に
優
秀
な
選
手
の
応
募

が
あ
っ
た
。
ま
た
、
出
願
数
か

ら
み
る
と
サ
ッ
カ
ー
に
根
強
い

人
気
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
本
学

が
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
の
建
設
で

話
題
と
な
っ
た
こ
と
や
、
近
年

サ
ッ
カ
ー
部
が
日
本
一
に
な
る

な
ど
好
成
績
を
上
げ
て
い
る
こ

と
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・

オ
フ
ィ
ス
）

平
成
十
九
年
四
月
か
ら
、
文

学
部
総
合
人
文
学
科
に
初
等
教

育
学
専
修
が
開
設
さ
れ
（
定
員

各
学
年
五
十
人
、
内
約
二
十
人

は
二
年
次
専
修
分
属
時
に
募

集
）、
本
学
で
は
じ
め
て
小
学
校

の
一
種
教
員
免
許
を
取
得
で
き

る
コ
ー
ス
が
誕
生
す
る
（
文
部

科
学
省
に
課
程
認
定
を
申
請

中
）
。
初
等
教
育
学
専
修
で

は
、
近
隣
の
教
育
委
員
会
や
学

校
と
連
携
し
て
、
学
校
現
場
で

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
実
習

を
一
年
次
生
か
ら
四
年
次
生
ま

で
一
貫
し
て
取
り
入
れ
る
。
そ

の
ほ
か
、
本
専
修
で
は
、
新
し

い
子
ど
も
の
発
達
を
め
ぐ
る
諸

課
題
、
小
中
一
貫
教
育
、
総
合

的
な
学
習
の
時
間
、
小
学
校
の

英
語
活
動
、
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

教
育
、
特
別
支
援
教
育
、
学
校

改
革
や
授
業
改
革
を
含
め
た
こ

れ
か
ら
の
学
校
の
あ
り
方
へ
の

展
望
、
小
学
校
教
育
と
地
域
社

会
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会

の
連
携
と
い
っ
た
今
日
重
要
と

な
り
つ
つ
あ
る
学
校
現
場
の
新

し
い
実
践
的
諸
課
題
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
、
創
造
的
な
教
員
を
養

成
す
る
こ
と
を
特
徴
と
し
て
い

る
。ま

た
、
本
専
修
が
文
学
部
総

合
人
文
学
科
に
設
置
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
文
学
部
の
各
専
修

が
提
供
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
文

学
の
分
野
の
科
目
も
同
時
に
履

修
で
き
る
。
教
員
と
し
て
の
資

質
の
基
礎
と
な
る
幅
広
い
教
養

と
見
識
の
育
成
を
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
ヒ
ュ
ー

マ
ン
で
信
頼
さ
れ
る
行
動
力
の

あ
る
未
来
の
小
学
校
教
師
」
の

養
成
を
め
ざ
す
。

本
学
で
は
小
学
校
教
員
を
志

望
す
る
学
生
が
多
く
、
現
在
、

多
数
の
本
学
出
身
教
員
が
関
西

圏
を
中
心
に
全
国
各
地
で
活
躍

し
、
教
育
現
場
か
ら
高
い
評
価

を
受
け
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に

本
学
に
小
学
校
教
員
養
成
の
コ

ー
ス
を
お
く
こ
と
は
積
年
の
懸

案
事
項
で
あ
り
、
社
会
の
各
方

面
か
ら
も
期
待
さ
れ
て
い
る
と

い
え
る
。

（
文
学
部
）

文
学
部
身
体
運
動
文
化
専
修

・
体
育
学
教
室
で
は
、
年
二

回
、
「
地
域
住
民
」
と
「
大

学
」
と
を
結
ぶ
架
け
橋
と
し

て
、
公
開
授
業
を

開
催
し
て
い
ま

す
。
老
若
男
女
を

問
わ
ず
、
学
生
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
気
軽
に

楽
し
み
な
が
ら
、

�
こ
こ
ろ
�
と
�
か

ら
だ
�
を
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん

か
。各

公
開
授
業
へ

の
事
前
予
約
や
参

加
費
は
一
切
不
要

で
す
の
で
、
開
講
当
日
に
体
育

館
用
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
な
ど

を
準
備
の
う
え
、
運
動
し
や
す

い
服
装
で
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ

ス
中
央
体
育
館
に
集
合
し
て
く

だ
さ
い
。

日
時
十
二
月
十
一
日
（
月
）

十
三
時
〜
十
四
時
半

テ
ー
マ
「
軽
快
に
、
軽
や
か
に

リ
ズ
ム
体
操
を
楽
し
も
う
」

講
師
田
村

典
子

文
学
部
教

授

日
時
十
二
月
十
四
日
（
木
）

十
時
四
十
分
〜
十
二
時
十
分

テ
ー
マ
「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

講
師
堅
本

盛
行

講
師

日
時
十
二
月
十
五
日
（
金
）

十
三
時
〜
十
四
時
半

テ
ー
マ
「
元
気
で
い
い
と
も
�

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
ふ
れ
あ

い
広
場
」

講
師
時
森

美
智
子

講
師

集
合
場
所
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

中
央
体
育
館

問
い
合
わ
せ
文
学
部
身
体
運
動

文
化
専
修
・
体
育
学
教
室

�

０６
―

６
３
６
８
―

１
１
４
４

後
援
吹
田
市
教
育
委
員
会

二
〇
〇
七
年
度
入
学
試
験
要

項
・
願
書
（
六
百
八
十
円
、
消

費
税
を
含
む
）
は
、
全
国
の
主

要
書
店
で
販
売
中
で
す
。

郵
送
の
場
合
は
、
テ
レ
メ
ー

ル
（
二
十
四
時
間
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
応
答
電
話
ま
た
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
）
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
（
郵
送
の
場
合
は
送
料
込
み

で
千
円
）。
�
０６
―

６
２
２
２
―

０

１
０
２
に
電
話
す
る
か
、h

tt
p���telem

ail.jp

に
ア
ク

セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際

の
資
料
番
号
は
１
５
０
６
２
５

で
す
。
な
お
、
入
試
セ
ン
タ
ー

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ア
ン
ケ

ー
ト
に
答
え
て
請
求
す
る
場
合

や
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ビ
ー
、
高

槻
キ
ャ
ン
パ
ス
オ
フ
ィ
ス
な
ど

に
来
学
の
場
合
は
無
料
で
配
付

し
て
い
ま
す
。

（
入
試
セ
ン
タ
ー
）

大
学
卒
業
者
（
来
年
三
月
卒

業
予
定
者
を
含
む
）
を
対
象
に

国
が
実
施
す
る
採
用
試
験
や
各

種
資
格
試
験
の
う
ち
、
本
学
関

係
者
の
合
格
者
が
次
の
と
お
り

判
明
し
た
。

〔
新
司
法
試
験
〕
十
八
人

〔
旧
司
法
試
験
〕
十
一
人

〔
弁
理
士
試
験
〕
六
人

〔
国
家
公
務
員
第
�
種
試
験
〕

六
人

〔
国
家
公
務
員
第
�
種
試
験
〕

六
十
五
人

●
関
西
大
学
日
本
・
Ｅ
Ｕ
研
究

セ
ン
タ
ー
を
設
置

本
学
は
、
日
本
研
究
や
Ｅ
Ｕ

研
究
を
促
進
す
る
拠
点
と
し

て
、
Ｅ
Ｕ
本
部
か
ら
近
い
ベ
ル

ギ
ー
の
ル
ー
ヴ
ェ
ン
市
に
あ
る

ル
ー
ヴ
ェ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大

学
（
中
央
図
書
館
内
）
に
「
関

西
大
学
日
本
・
Ｅ
Ｕ
研
究
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
し
た
。

ル
ー
ヴ
ェ
ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク

大
学
は
、
一
四
二
五
年
に
創
立

さ
れ
た
ベ
ル
ギ
ー
最
古
の
大
学

で
あ
り
、
欧
州
に
お
け
る
人
文

学
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た

大
学
で
あ
る
。
現
在
、
約
二
万

二
千
人
の
学
生
を
擁
し
て
お

り
、
ベ
ル
ギ
ー
国
内
の
オ
ラ
ン

ダ
語
圏
の
大
学
と
し
て
最
大
の

規
模
を
誇
る
。

本
学
と
ル
ー
ヴ
ェ
ン
・
カ
ト

リ
ッ
ク
大
学
は
、
一
九
八
六
年

五
月
五
日
に
国
際
交
流
計
画
に

関
す
る
基
本
協
定
を
締
結
し
て

お
り
、
以
来
、
多
く
の
学
生
交

換
や
研
究
者
交
流
を
行
っ
て
い

る
。

●
「
わ
か
る
授
業
実
現
の
た
め

の
教
員
の
教
科
指
導
力
向
上
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
に
採
択

文
部
科
学
省
の
「
わ
か
る
授

業
実
現
の
た
め
の
教
員
の
教
科

指
導
力
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に

お
い
て
、
本
学
の
調
査
研
究
テ

ー
マ
「
思
考
力
に
焦
点
を
あ
て

た
教
科
指
導
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
開
発
と
普
及
」
が
採
択
さ

れ
た
。

「
わ
か
る
授
業
実
現
の
た
め

の
教
員
の
教
科
指
導
力
向
上
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
と
は
、
教
員
の
実

践
的
な
教
科
指
導
力
の
向
上
を

図
る
た
め
、
教
育
委
員
会
と
大

学
・
教
育
研
究
団
体
等
と
が
連

携
・
協
力
し
て
「
教
科
指
導
力

向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
開
発
・

実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。「
わ
か

る
授
業
」
を
実
現
し
、「
確
か
な

学
力
」
の
向
上
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

●
カ
イ
ロ
大
学
お
よ
び
北
京
外

国
語
大
学
と
協
定
を
締
結

本
学
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
カ
イ

ロ
大
学
と
の
間
で
国
際
交
流
計

画
に
関
す
る
基
本
協
定
お
よ
び

教
員
の
相
互
派
遣
に
関
す
る
協

定
を
、
中
国
の
北
京
外
国
語
大

学
と
の
間
で
国
際
交
流
計
画
に

関
す
る
基
本
協
定
を
締
結
す

る
。こ

れ
に
よ
り
、
協
定
大
学
は

三
十
四
校
と
な
る
。
カ
イ
ロ
大

学
の
文
学
部
日
本
語
学
科
は
三

十
年
余
の
歴
史
を
持
ち
、
エ
ジ

プ
ト
の
み
な
ら
ず
ア
ラ
ブ
、
中

東
地
域
に
お
け
る
日
本
語
お
よ

び
日
本
研
究
の
拠
点
と
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
北
京
外
国
語
大
学
は

外
国
語
を
専
門
に
扱
う
高
等
教

育
機
関
と
し
て
中
国
で
最
初
に

設
立
さ
れ
た
大
学
で
、
日
本

語
、
英
語
を
は
じ
め
と
す
る
八

つ
の
外
国
語
の
学
部
を
持
ち
、

学
習
で
き
る
外
国
語
の
多
様
さ

で
は
中
国
一
を
誇
る
語
学
大
学

で
あ
る
。

主たる目的国・地域

アメリカ

アメリカ

ベルギー、フランス、ドイツ、オランダ、スイ
ス、イタリア、スペイン、トルコ

ドイツ、オランダ、ベルギー、フランス、オース
トリア、スイス、イギリス、アイルランド他

フランス、イギリス、イタリア

フランス、アメリカ、フィンランド、イギリス、
ドイツ、オランダ

ドイツ

フランス、ドイツ、オランダ、スウェーデン

アメリカ

アメリカ

ドイツ、イギリス、スイス、フランス、イタリ
ア、インド、タイ、ベトナム、中国、アメリカ

アメリカ、オランダ、シンガポール、中国

カナダ

イギリス、ドイツ、オランダ、フランス、デンマ
ーク

アメリカ、イギリス

イギリス、フランス、ベルギー、ドイツ、スイ
ス、イタリア、スペイン、アメリカ、カナダ

イギリス、スイス、イタリア、ドイツ、オースト
リア、アメリカ

ドイツ

アメリカ、中国、韓国、フランス

ドイツ

イギリス

アメリカ、オーストラリア、インドネシア、タ
イ、マレーシア

中国、ロシア、ウズベキスタン、カザフスタン、
アメリカ、台湾、韓国

ニュージーランド、アメリカ、オーストラリア

種別

学術
（１年）

学術
（１年）

調査
（６カ月）

学術
（１年）

学術
（１年）

学術
（１年）

学術
（１年）

調査
（３カ月）

学術
（１年）

学術
（１年）

調査
（６カ月）

調査
（６カ月）

学術
（１年）

学術
（１年）

調査
（６カ月）

学術
（１年）

調査
（６カ月）

調査
（６カ月）

調査
（６カ月）

学術
（１年）

学術
（１年）

調査
（２カ月）

学術
（１年）

学術
（１年）

氏名

大津留智恵子

石橋章市朗

佐藤やよひ

品川 哲彦

友谷 知己

鍋島弘治朗

ローベルト
ヴィットカンプ

川神 傅弘

浜野 潔

前川 聡子

竹下 公視

川上 智子

遠藤 由美

古川 誠

木村 洋二

加藤 敏幸

青山 千彰

黒上 晴夫

山名 年浩

齋藤 賢一

西本 明生

芝田 隼次

熊谷 明泰

アラン・
ハント

資格

教授

専任講師

教授

教授

助教授

助教授

助教授

教授

教授

助教授

教授

助教授

教授

助教授

教授

教授

教授

教授

教授

助教授

専任講師

教授

教授

教授

学部
機構

法
学
部

文
学
部

経
済
学
部

商
学

部

社
会
学
部

総
合
情
報
学
部

工
学
部

外
国
語
教
育

研
究
機
構

第２次選考合格者（人）
計
２
５
３
１０
７
０
２
３
１４
１
１３
０
４
４
２
７
０
０
０
６
２
２
６
０
３
２
５
２
３
１０
４
４
３
８
９
０
５
１５１

化学
―
―
―
０
０
―
０
０
―
―
―
―
―
０
―
０
―
０
―
０
―
０
０
０
０
―
―
０
―
―
１
０
―
０
０
―
０
１

環境
―
―
―
０
０
―
０
０
―
―
―
―
―
０
―
０
―
０
―
０
―
０
０
０
０
―
―
０
―
―
０
０
―
１
１
―
１
３

シス
―
―
―
１
１
―
０
０
―
―
―
―
―
０
―
１
―
０
―
０
―
０
０
０
０
―
―
０
―
―
１
１
―
０
０
―
０
５

総情
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
３
１
０
０
０
０
０
０
７

政策
０
０
１
１
２
０
０
１
４
０
４
０
０
１
０
１
０
０
０
３
０
０
３
０
０
１
０
０
０
３
１
１
０
３
０
０
２
３２

社会
２
０
０
０
０
０
０
０
１
０
２
０
０
１
０
２
０
０
０
０
１
０
０
０
２
０
２
１
１
０
０
０
１
０
４
０
０
２０

商
０
１
１
２
０
０
０
１
１
０
２
０
０
０
１
０
０
０
０
２
０
０
１
０
０
０
２
０
１
０
０
０
２
１
１
０
０
１９

経済
０
１
０
４
０
０
２
０
３
０
２
０
１
０
０
０
０
０
０
０
１
１
１
０
０
０
０
０
０
０
０
１
０
１
０
０
０
１８

文
０
３
０
２
３
０
０
０
２
１
２
０
３
１
１
２
０
０
０
１
０
０
０
０
０
１
０
０
０
３
０
１
０
２
３
０
２
３３

法
０
０
０
０
１
０
０
１
３
０
１
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
１
１
０
１
０
０
１
１
１
０
０
０
０
０
０
０
１３

志願者（人）
計
４
５
３
１１
９
０
５
３
１６
２
２４
０
７
５
２
１２
０
０
１
１０
４
９
１４
４
３
２
８
８
５
１４
７
６
３
１３
２１
１
７
２４８

化学
―
―
―
０
０
―
０
０
―
―
―
―
―
０
―
１
―
０
―
０
―
１
０
０
０
―
―
０
―
―
１
０
―
０
０
―
０
３

環境
―
―
―
０
０
―
０
０
―
―
―
―
―
０
―
０
―
０
―
０
―
０
０
０
０
―
―
０
―
―
０
０
―
１
１
―
１
３

シス
―
―
―
１
１
―
０
０
―
―
―
―
―
０
―
１
―
０
―
０
―
１
１
０
０
―
―
１
―
―
１
２
―
０
１
―
１
１１

総情
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
０
０
０
０
１
０
０
１
０
０
０
０
１
０
０
６
１
０
０
０
０
０
０
１３

政策
０
０
１
１
２
０
０
１
４
０
５
０
０
１
０
２
０
０
０
５
０
１
５
０
０
１
１
０
１
３
１
１
０
５
３
０
２
４６

社会
３
０
０
０
０
０
１
０
１
１
４
０
１
１
０
２
０
０
０
１
１
０
１
１
２
０
２
２
１
０
１
０
１
１
６
１
０
３５

商
１
１
１
２
０
０
０
１
２
０
５
０
１
０
１
０
０
０
０
２
０
１
４
０
０
０
２
３
１
０
０
０
２
２
１
０
０
３３

経済
０
１
０
５
０
０
２
０
３
０
３
０
１
０
０
０
０
０
０
０
２
１
１
０
０
０
１
０
１
１
０
１
０
１
１
０
１
２６

文
０
３
０
２
４
０
２
０
２
１
２
０
３
１
１
５
０
０
０
２
１
１
１
３
０
１
０
０
０
３
２
１
０
３
５
０
２
５１

法
０
０
０
０
２
０
０
１
４
０
５
０
０
１
０
１
０
０
０
０
０
２
１
０
１
０
１
２
１
１
０
１
０
０
３
０
０
２７

アーチェリー
アイススケート
アイスホッケー
アメリカンフットボール
空手道
器械体操
弓道
剣道
硬式野球
ゴルフ
サッカー
自転車
射撃
柔道
重量挙
水上競技
スキー競技
相撲
漕艇
ソフトテニス
ソフトボール
卓球
テニス
なぎなた
日本拳法
馬術
バスケットボール
バドミントン
バレーボール
ハンドボール
フェンシング
ボクシング
ヨット
ラグビー
陸上競技
陸上ホッケー
レスリング

計

秋
学
期公

開
授
業
を
開
催

在外研究員一覧

文学部総合人文学科

創創
造造
的的
なな
教教
員員
をを
養養
成成

平成１９年度

ス
ポ
ー
ツ
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
入
試

２２００００７７
年年度度

合
格
者
は
３０
競
技
１５１
人

２００７年度 ＳＦ入試 志願者・合格者状況

２００７年度

入
学
試
験
要
項
・

願
書
を
頒
布
中

各
種
資
格
試
験
や

採
用
試
験
合
格
者

（２）平成１８年（２００６年）１１月２９日第 ３３９ 号
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関
西
大
学
、
関
西
学
院
大

学
、
同
志
社
大
学
、
立
命
館
大

学
の
学
長
が
名
古
屋
に
集
い
、

十
一
月
十
一
日
、
名
古
屋
商
工

会
議
所
大
ホ
ー
ル（
名
古
屋
市
中

区
）
に
お
い
て
、「
い
ま
、
大
学

に
求
め
ら
れ
る
も
の

建
学
の

精
神
と
ブ
ラ
ン
ド
力
」
と
い
う

テ
ー
マ
の
も
と
、
関
西
四
大
学

学
長
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し

た
。当

日
は
、
新
国
立
劇
場
運
営

財
団
理
事
長
・
元
文
部
科
学
大

臣
の
遠
山
敦
子
氏
に
よ
る
「
求

め
ら
れ
る
大
学
力
」
と
題
し
た

基
調
講
演
が
行
わ
れ
、
そ
の

後
、
洋
画
家
の
城
戸
真
亜
子

氏
、
河
田
悌
一
本
学
学
長
、
平

松
一
夫
関
西
学
院
大
学
学
長
、

八
田
英
二
同
志
社
大
学
学
長
、

長
田
豊
臣
立
命
館
大
学
学
長
と

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
老
川
祥
一

読
売
新
聞
大
阪
本
社
社
長
に
よ

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
た
。

各
大
学
の
学
長

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

大
学
の
�
建
学
の

精
神
�
を
教
育
・

研
究
に
ど
の
よ
う

に
生
か
し
、
人
材

育
成
を
行
っ
て
い

る
の
か
に
つ
い
て

語
り
、
河
田
学
長

は
、「
学
問
を
社
会

に
生
か
し
、
物
事

に
果
敢
に
挑
む
人

材
を
育
て
た
い
」
と
ア
ピ
ー
ル

し
た
。
ま
た
、
各
学
長
が
今
回

の
開
催
場
所
で
あ
る
名
古
屋（
東

海
地
方
）
へ
の
思
い
に
つ
い
て

も
語
り
、
参
加
者
四
百
人
に
熱

い
思
い
を
伝
え
た
。（

学
長
課
）

（写真提供：読売新聞社）

●
白
馬
栂
池
高
原
ロ
ッ
ジ

本
学
の
白
馬
栂
池
高
原
ロ
ッ
ジ
は
、
栂
池
高
原
ス
キ
ー
場
の
ゲ
レ

ン
デ
ま
で
徒
歩
一
分
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
ゼ
ミ
や
サ
ー
ク
ル
等
の
合

宿
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
本
学
学
生
で
あ
れ
ば
友
人
同
士
で
も
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
利
用
料
金
も
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
で
食
事
は
美

味
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
と
利
用
者
か
ら
は
好
評
で
あ
る
。
今
年
の
冬

は
、ぜ
ひ
と
も
白
馬
栂
池
高
原
ロ
ッ
ジ
へ
足
を
運
ん
で
も
ら
い
た
い
。

●
六
甲
山
荘

大
阪
か
ら
一
時
間
程
度
で
行
け
る
六
甲
山
荘
も
お
勧
め
だ
。
六
甲

山
の
自
然
に
恵
ま
れ
、
近
く
に
は
人
工
ス
キ
ー
場
や
展
望
施
設
な
ど

も
あ
り
、
ま
た
、
眼
下
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
神
戸
の
景
色
は
す
ば

ら
し
い
。
ゼ
ミ
や
サ
ー
ク
ル
等
の
合
宿
で
大
い
に
利
用
し
て
も
ら
い

た
い
。

白
馬
栂
池
高
原
ロ
ッ
ジ
お
よ
び
六
甲
山
荘
の
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

は
、
学
生
生
活
課
、
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
オ
フ
ィ
ス
、
総
務
課
（
百
周

年
記
念
会
館
内
）
に
備
え
つ
け
て
い
る
。

【
申
込
場
所
・
時
間
】

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
…
総
務
課
（
百
周
年
記
念
会
館
内

�
０６
―

６
３

６
８
―

０
２
９
７
）

高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
…
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
オ
フ
ィ
ス

※
月
〜
金
曜
日

九
時
〜
十
六
時
ま
で

※
白
馬
栂
池
高
原
ロ
ッ
ジ
の
二
月
お
よ
び
三
月
の
利
用
は
、
十
二
月

一
日
（
金
）
か
ら
受
付
開
始
。

（
十
二
月
お
よ
び
一
月
の
利
用
は
現
在
受
付
中
）

（
総
務
課
）

全
学
共
通
教
育
推
進
機
構
で

は
、
十
二
月
二
十
日
（
水
）
十

三
時
三
十
分
か
ら
、
千
里
キ
ャ

ン
パ
ス
Ｂ
Ｉ
Ｇ
ホ
ー
ル
１００
と
高

槻
キ
ャ
ン
パ
ス
Ｔ
Ｄ
１０６
教
室（
同

時
中
継
）
に
お
い
て
、
第
十
二

回
Ｆ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
す

る
。今

回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は「
み

ん
な
の
Ｆ
Ｄ
―
授
業
評
価
ア
ン

ケ
ー
ト
の
現
状
と
展
望
―
」
と

題
し
、
こ
れ
ま
で
の
本
学
の
Ｆ

Ｄ
活
動
、
特
に
「
学
生
に
よ
る

授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
実

施
内
容
・
方
法
等
へ
の
意
見
や

今
後
の
展
開
な
ど
に
つ
い
て
、

学
生
お
よ
び
教
員
そ
れ
ぞ
れ
の

視
点
か
ら
生
の
率
直
な
声
を
聞

い
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
第
一
部
で
は
本
学
Ｆ

Ｄ
活
動
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て

い
る
池
内
裕
美
社
会
学
部
助
教

授
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ

り
、
学
生
お
よ
び
教
員
か
ら
の

声
を
も
と
に
「
学
生
に
よ
る
授

業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
現
状

を
総
括
し
報
告
す
る
。

ま
た
、
第
二
部
で
は
授
業
評

価
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
授
業
改
善

・
教
育
改
善
へ
の
展
開
に
つ
い

て
、
Ｆ
Ｄ
活
動
の
第
一
人
者
で

あ
る
静
岡
大
学
・
大
学
教
育
セ

ン
タ
ー
教
授
の
三
浦
真
琴
氏
に

よ
る
講
演
が
あ
り
、
そ
の
う
え

で
本
学
に
お
け
る
授
業
評
価
ア

ン
ケ
ー
ト
の
取
り
組
み
に
対
す

る
将
来
展
望
を
踏
ま
え
て
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

う
予
定
で
あ
る
。

本
学
教
職
員
、
学
生
を
は
じ

め
、
当
該
テ
ー
マ
に
関
心
の
あ

る
学
外
者
の
参
加
も
大
い
に
歓

迎
し
た
い
。

（
全
学
共
通
教
育
推
進
機
構
）

教
員
を
志
望
し
て
い
る
学
生

諸
君
を
対
象
に
、
教
員
採
用
試

験
の
受
験
準
備
に
必
要
な
心
構

え
や
情
報
を
提
供
す
る
機
会
と

し
て
、
次
の
と
お
り
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
す
る
。

な
お
、
講
師
、
パ
ネ
ラ
ー
は

大
阪
府
教
育
委
員
会
関
係
者
、

小
中
学
校
現
職
教
員
、
本
学
教

員
、
本
年
度
採
用
試
験
合
格
者

等
を
予
定
し
て
い
る
。

日
時

十
二
月
九
日
（
土
）
十

四
時
四
十
分
〜
十
七
時

会
場

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
尚

文
館
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
Ａ
Ｖ
大

教
室

プ
ロ
グ
ラ
ム

第
一
部

基
調
報
告

「
魅
力

あ
る
教
員
像
」
―
生
徒
と
の
関

わ
り
と
実
践
の
魅
力
―

第
二
部

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン

「
私
の
め
ざ
す
教
師

像
」

（
全
学
共
通
教
育
推
進
機
構

免
許
・
資
格
部
門
委
員
長

玉
田

勝
郎
）

セミナーハウスウェブサイト

関
西
四
大
学
（
関
西
大
学
、

関
西
学
院
大
学
、同
志
社
大
学
、

立
命
館
大
学
）の
社
会
学
部（
立

命
館
大
学
は
産
業
社
会
学
部
）

「
広
告
論
」
ゼ
ミ
受
講
生
が
、

十
月
二
十
一
日
十
三
時
か
ら
十

八
時
の
間
、
第
三
学
舎
四
三
〇

二
教
室
で
、
ゼ
ミ
生
約
八
十
人

に
よ
る
共
同
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
演
習
を
行
っ
た
。

今
回
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
演
習
は
、
関
関
同
立
の
「
広

告
論
」
担
当
教
員
（
本
学
は
水

野
由
多
加
社
会
学
部
教
授
）
に

よ
り
、
授
業
（
ゼ
ミ
、
専
門
演

習
）
の
一
環
と
し
て
企
画
さ
れ

た
も
の
で
、
オ
リ
ッ
ク
ス
野
球

ク
ラ
ブ
株
式
会
社
の
協
力
に
よ

り
実
現
し
た
。

課
題
は
「
オ
リ
ッ
ク
ス
・
バ

フ
ァ
ロ
ー
ズ
の
フ
ァ
ン
増
加

策
」。
エ
リ
ア
的
に
阪
神
タ
イ
ガ

ー
ス
と
競
合
す
る
な
か
で
、「
十

代
後
半
お
よ
び
二
十
代
前
半（
特

に
学
生
・
女
性
）」
の
フ
ァ
ン
層

拡
大
と
い
う
現
実
的
な
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
課
題
に
つ
い
て
、
所

属
大
学
に
お
け
る
球
団
の
効
果

的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
検
討

す
る
と
い
う
内
容
で
、
オ
リ
ッ

ク
ス
球
団
の
担
当
者
も
演
習
に

参
加
し
、
学
生
の
提
案
企
画
に

つ
い
て
評
価
・
講
評
を
行
っ

た
。各

大
学
か
ら
二
チ
ー
ム
ず
つ

（
立
命
館
大
学
は
一
チ
ー
ム
）、

計
七
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
中

で
、
見
事「
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
賞
」

に
輝
い
た
の
は
、「
野
球
に
関
す

る
知
識
の
な
い
学
生
に
野
球
の

魅
力
を
い
か
に
伝
え
る
か
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
発
表
し
た
関
西

大
学
Ａ
チ
ー
ム
で
あ
っ
た
。

平
成
十
八
年
度
の
就
職
状
況

の
特
徴
と
し
て
は
、「
採
用
の
早

期
化
と
長
期
化
」「
企
業
の
採
用

数
増
大
」「
リ
ク
ル
ー
タ
ー
制
の

復
活
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

採
用
活
動
の
早
期
化
を
抑
制
す

る
目
的
で
倫
理
憲
章
が
設
け
ら

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

優
秀
な
人
材
を
確
保
す
る
た
め

に
、
一
部
の
企
業
は
他
社
に
先

ん
じ
て
独
自
の
説
明
会
や
セ
ミ

ナ
ー
を
実
施
し
、
選
考
を
二
月

頃
か
ら
開
始
し
た
。
そ
の
た

め
、
学
生
は
学
外
で
の
企
業
説

明
会
等
に
流
れ
、
一
月
末
か
ら

三
月
初
旬
に
か
け
て
実
施
し
た

学
内
企
業
セ
ミ
ナ
ー
（
六
百
六

十
一
社
参
加
）
へ
の
参
加
学
生

は
、
例
年
に
比
し
て
大
き
く
減

少
し
た
。「
採
用
活
動
の
早
期

化
」
が
さ
ら
に
加
速
し
て
い
る

状
況
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

平
成
十
八
年
度
の
雇
用
環
境

は
、
昨
年
度
よ
り
も
さ
ら
に
好

転
し
、「
バ
ブ
ル
期
を
上
回
る
求

人
意
欲
」
と
表
現
さ
れ
る
ほ
ど

で
、「
学
生
の
売
り
手
市
場
」
が

定
着
し
た
と
思
わ
れ
る
。
本
年

十
月
末
の
サ
ン
プ
ル
調
査
に
よ

る
と
、
内
定
を
得
て
い
る
本
学

学
生
は
、
九
割
に
手
が
届
く
状

況
で
あ
る
。
と
は
い
う
も
の
の

今
年
の
就
職
活
動
状
況
を
振
り

返
る
と
、「
量
よ
り
質
」
の
採
用

方
針
を
依
然
と
堅
持
し
て
い
る

企
業
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

複
数
の
企
業
か
ら
内
々
定
を
得

る
学
生
が
い
る
一
方
で
、
何
社

応
募
し
て
も
な
か
な
か
良
い
結

果
が
得
ら
れ
な
い
学
生
が
存
在

す
る
と
い
う
「
二
極
化
」
が
ま

す
ま
す
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
優
秀
な
人
材
に
め
ぐ
り

合
う
ま
で
採
用
活
動
を
継
続
す

る
「
秋
採
用
の
復
活
」
や
「
通

年
採
用
」
な
ど
、「
採
用
活
動
の

長
期
化
」
も
定
着
し
て
き
て
い

る
。一

般
的
に
企
業
は
、
学
生
に

対
し
て
、「
意
欲
」
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
」
や
「
問
題
解
決
能

力
」
を
求
め
て
い
る
。
し
か

し
、
採
用
選
考
と
い
う
限
ら
れ

た
時
間
内
に
学
生
の
本
質
を
見

極
め
る
の
は
困
難
で
あ
り
、
不

用
意
に
内
々
定
を
出
す
こ
と

は
、
「
辞
退
」
や
「
早
期
退

職
」
に
つ
な
が
る
。
そ
の
た

め
、
リ
ク
ル
ー
タ
ー
と
呼
ば
れ

る
若
手
社
員
が
、
学
生
の
「
コ

ン
ピ
テ
ン
シ
ー
（
行
動
特

性
）」
を
見
極
め
、「
求
め
る
人

材
」
を
確
保
す
る
た
め
に
、
学

生
と
の
接
触
を
行
う
活
動
が
復

活
し
て
お
り
、
次
年
度
も
こ
う

し
た
傾
向
は
続
く
も
の
と
思
わ

れ
る
。

な
お
、
現
在
に
お
い
て
も
、

来
春
卒
業
予
定
者
を
対
象
と
し

た
企
業
か
ら
の
求
人
は
、
継
続

し
て
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
寄

せ
ら
れ
て
お
り
、
就
職
活
動
中

の
学
生
は
、
遠
慮
な
く
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
に
相
談
に
来
て
ほ

し
い
。（

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
）

本
学
と
活
字
文
化
推
進
会
議

の
共
同
授
業
「
読
書
教
養
講

座
」
の
公
開
授
業
が
、
十
月
七

日
十
三
時
半
か
ら
、
千
里
山
キ

ャ
ン
パ
ス
の
Ｂ
Ｉ
Ｇ
ホ
ー
ル
１００

で
開
講
さ
れ
た
。
当
日
は
、
早

稲
田
大
学
名
誉
教
授
で
日
本
近

代
文
学
館
常
務
理
事
の
紅
野
敏

郎
氏
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
同
授

業
担
当
者
の
山
野
博
史
法
学
部

教
授
と
「『
雑
書
』
探
索
を
極
め

る
」
を
テ
ー
マ
に
対
談
し
た
。

本
好
き
で
知
ら
れ
る
両
氏
が
、

そ
の
豊
か
な
読
書
経
験
か
ら「
雑

書
」
の
魅
力
や
読
書
の
楽
し
み

を
語
り
合
い
、
同
授
業
の
受
講

生
を
は
じ
め
学
内
外
の
約
二
百

人
が
熱
心
に
聴
講
し
た
。

読
書
教
養
講
座

公
務
員
講
座
で
は
「
国
�
対
策

講
座
」
で
特
待
生
割
引
制
度
を

実
施公

務
員
講
座
「
国
�
対
策
講

座
」
で
は
本
学
学
生
を
対
象
と

す
る
「
特
待
生
割
引
制
度
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
国
家
�
種

志
望
者
だ
け
で
な
く
国
�
・
地

方
上
級
を
め
ざ
し
て
い
る
人
も

本
講
座
を
受
講
し
、
合
格
を
確

実
な
も
の
に
し
て
く
だ
さ
い
。

国
�
・
地
方
上
級
対
策
講
座

「
主
要
五
科
目
コ
ー
ス
」
�
入

門
編
あ
り
�
で
は
、「
経
済
原

論
」「
数
的
処
理
」
に
つ
い
て
入

門
的
な
学
習
か
ら
始
め
ま
す
。

数
学
が
苦
手
な
人
は
�
入
門
編

あ
り
�
を
受
講
し
て
く
だ
さ

い
。

司
法
講
座
で
は
「
法
科
大
学
院

入
試
対
策
講
座
」
を
充
実

『
司
法
講
座
』
は
、「
法
科
大

学
院
入
試
対
策
講
座
」
と
「
司

法
書
士
対
策
講
座
」
の
二
講
座

で
開
講
し
ま
す
。

「
法
科
大
学
院
入
試
対
策
講

座
」
で
は
、「
応
用
演
習
コ
ー

ス
」
で
答
練
回
数
を
増
や
し
、

ま
た
、「
法
律
科
目
試
験
答
案
練

習
コ
ー
ス
」
で
は
答
練
に
特
化

し
た
内
容
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
よ

り
実
践
的
な
対
策
で
法
科
大
学

院
の
入
学
を
め
ざ
し
ま
す
。

情
報
処
理
講
座
で
は
「
オ
フ
ィ

ス
・
マ
ス
タ
ー
」
称
号
を
取
得

可
能
な
コ
ー
ス
を
開
講

『
情
報
処
理
講
座
』
で
は
、

「
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト

オ
フ
ィ

ス
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
コ
ー
ス
」

と
し
て
「
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
２
０
０

３
Ｅ
ｘ
ｐ
ｅ
ｒ
ｔ
」「
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ

２
０
０
３
Ｅ
ｘ
ｐ
ｅ
ｒ
ｔ
」

「
Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
Ｐ
ｏ
ｉ
ｎ
ｔ
２

０
０
３
」、「
Ａ
ｃ
ｃ
ｅ
ｓ
ｓ
２

０
０
３
」を
開
講
し
ま
す
。
前
記

四
科
目
全
て
の
試
験
に
合
格
す

る
こ
と
で「
オ
フ
ィ
ス
・
マ
ス
タ

ー
」の
称
号
を
取
得
で
き
ま
す

（
四
試
験
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
異

な
る
場
合
は「
オ
フ
ィ
ス
・
マ
ス

タ
ー
」は
取
得
で
き
ま
せ
ん
）。

「
講
座
案
内
（
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
）」
は
十
二
月
上
旬
に
完
成

公
務
員
、
司
法
、
会
計
職
、

情
報
の
受
講
モ
デ
ル
プ
ラ
ン

や
、
各
講
座
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
の

詳
細
が
一
目
で
分
か
る
講
座
ガ

イ
ダ
ン
ス
一
覧
表
な
ど
の
情
報

が
満
載
の
「
講
座
案
内
（
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
）」
を
リ
ー
ド
セ
ン
タ

ー
、
図
書
館
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
前
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
ロ
ビ
ー
な
ど
、
学
内
随
所
に

配
置
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

司
法
試
験
に
合
格

新
司
法
試
験
の
本
学
合
格
者

は
十
八
人
、
旧
司
法
試
験
の
本

学
合
格
者
は
十
一
人
で
、
弁
理

士
試
験
の
本
学
合
格
者
は
六
人

で
し
た
。
リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
で

も
受
講
生
か
ら
合
格
報
告
を
受

け
て
い
ま
す
。

国
家
公
務
員
試
験
で
も
健
闘

今
年
度
、
国
家
公
務
員
�
種

試
験
に
最
終
合
格
し
た
本
学
出

身
者
は
六
人
、
国
家
公
務
員
�

種
試
験
に
合
格
し
た
本
学
出
身

者
は
六
十
五
人
で
し
た
。

リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
で
も
、
国

税
専
門
官
を
は
じ
め
、
大
阪

府
、
兵
庫
県
、
京
都
市
な
ど
の

地
方
上
級
職
に
合
格
し
た
受
講

生
か
ら
合
格
報
告
を
受
け
て
い

ま
す
。

十
月
一
日
、
千
里
山
キ
ャ
ン

パ
ス
で
、
三
年
次
生
父
母
対
象

の
就
職
説
明
懇
談
会
が
開
催
さ

れ
、
千
三
百
九
十
五
人
（
法
学

部
百
八
十
四
人
、
文
学
部
百
四

十
七
人
、
経
済
学
部
百
五
十
四

人
、
商
学
部
百
六
十
六
人
、
社

会
学
部
二
百
六
人
、
総
合
情
報

学
部
百
三
十
二
人
、
工
学
部
四

百
六
人
）
の
父
母
が
出
席
し
、

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
就

職
に
つ
い
て
の
説
明
な
ど
に
真

剣
に
耳
を
傾
け
た
。
ま
た
、
希

望
者
に
は
、
個
人
面
談
も
行
わ

れ
た
。

な
お
、
十
二
月
三
日
（
日
）

に
は
一
・
二
年
次
生
父
母
対
象

の
就
職
に
関
す
る
説
明
会
が
千

里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ

る
。

（
教
育
後
援
会
）

問
い
合
わ
せ
は
リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
事
務
室
へ

�
０６
―

６
３
６
８
―

０
７
２
１

関
西
四
大
学
の
学
生
が
共
同
プ
レ
ゼ
ン
演
習

http���www.kansai�u.ac.jp�Jigyo�seminar�index.html

プ
ロ
野
球
オ
リ
ッ
ク
ス
フ
ァ
ン
増
加
策

白馬栂池高原ロッジ

就
職
説
明
懇

談
会
を
開
催

就就
職職
状状
況況

平平
成成
１１８８
年年
度度

六甲山荘

今
年
度
の
司
法
、公
務
員
合
格
速
報

関
西
四
大
学
学
長
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

第１２回

Ｆ
Ｄ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

公
開
授
業
を
開
講

平
成
１９
年
度
開
講
講
座

教
職
課
程

教
員
養
成

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

平成１８年（２００６年）１１月２９日第 ３３９ 号（３）
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日
こ
こ
に
、
国
内
外
か
ら

多
数
の
賓
客
を
お
迎
え
し
、
関

西
大
学
創
立
百
二
十
周
年
記
念

式
典
を
挙
行
し
得
ま
す
こ
と

は
、
本
学
関
係
者
一
同
に
と
り

ま
し
て
、
心
か
ら
の
喜
び
で
あ

り
、
光
栄
の
極
み
に
存
じ
ま

す
。関

西
大
学
は
、
今
を
遡
る
こ

と
百
二
十
年
前
の
明
治
十
九
年

十
一
月
四
日
、
大
阪
西
区
京
町

堀
の
願
宗
寺
に
お
い
て
、
関
西

法
律
学
校
と
し
て
呱
々
の
声
を

あ
げ
ま
し
た
。

わ
が
校
祖
と
仰
ぐ
児
島
惟
謙

先
生
は
、
大
津
事
件
の
際
に
、

大
審
院
長
と
し
て
司
法
権
の
独

立
を
護
り
抜
き
、
歴
史
に
不
朽

の
名
を
残
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
の
児
島
先
生
を
は
じ
め
、
わ

が
国
司
法
界
を
担
う
若
き
十
二

名
の
判
事
・
検
事
の
尊
き
志
と

情
熱
が
、
近
代
国
家
建
設
に
邁

進
す
る
時
代
の
気
運
と
相
呼
応

し
、
新
た
な
生
命
を
誕
生
さ
せ

た
の
で
あ
り
ま
す
。

正
義
を
貫
く
人
材
を
育
成

し
、
わ
が
国
社
会
の
発
展
に
貢

献
せ
ん
と
す
る
創
立
者
の
思
い

が
、
「
正
義
を
権
力
よ
り
護

れ
」
と
い
う
、
関
西
大
学
を
し

て
関
西
大
学
た
ら
し
む
る
精
神

と
と
も
に
、
時
空
を
超
え
、
現

在
に
至
る
ま
で
脈
々
と
受
け
継

が
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
本

学
の
誇
り
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

近
代
日
本
の
激
動
の
歴
史
が

そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
今
日

こ
の
日
を
迎
え
る
ま
で
の
わ
が

大
学
の
道
の
り
は
、
必
ず
し
も

平
坦
な
も
の
で
は
な
く
、
苦
難

に
あ
え
ぐ
こ
と
も
、
し
ば
し
ば

で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

は
、
関
西
大
学
の
青
史
に
も
明

ら
か
で
あ
り
、
こ
れ
を
繙
く
に

つ
け
、
私
ど
も
に
寄
せ
ら
れ
た

使
命
を
、
改
め
て
心
に
期
す
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

顧
み
ま
す
れ
ば
、
明
治
二
十

二
年
、
関
西
法
律
学
校
の
第
一

回
卒
業
式
で
、
卒
業
証
書
を
授

与
さ
れ
た
方
々
は
十
七
名
で
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
現
在
、

千
里
山
、
高
槻
、
天
六
の
三
カ

所
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、
法
学

部
、
文
学
部
、
経
済
学
部
、
商

学
部
、
社
会
学
部
、
総
合
情
報

学
部
、
工
学
部
の
七
学
部
、
そ

し
て
専
門
職
大
学
院
を
含
む
十

の
大
学
院
研
究
科
、
さ
ら
に
高

等
学
校
、
中
学
校
、
幼
稚
園
を

合
わ
せ
、
三
万
有
余
名
の
学
生

生
徒
が
学
び
、
教
職
員
二
千
五

百
四
十
一
名
を
擁
す
る
規
模
の

総
合
学
園
に
発
展
い
た
し
ま
し

た
。
こ
の
百
二
十
年
間
に
学
園

を
巣
立
っ
た
校
友
は
、
三
十
万

名
を
優
に
超
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
来
春
に
は
政
策
創
造

学
部
が
創
設
さ
れ
、
工
学
部
が

シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
、
環
境
都

市
工
学
部
、
化
学
生
命
工
学
部

の
三
学
部
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ

と
に
よ
り
、
合
計
十
学
部
を
擁

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
Ｊ
Ｒ
高
槻
駅
前
に

新
た
な
校
地
を
開
設
し
、
初
等

・
中
等
・
高
等
教
育
か
ら
生
涯

教
育
に
至
る
ま
で
を
貫
徹
、
本

法
人
と
し
て
の
学
校
教
育
課
程

を
、
さ
ら
に
充
実
・
発
展
さ
せ

ん
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
、
幾
多
の
先
人
の
ご

尽
力
の
然
ら
し
む
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
加
え
て
、
各
界
各
層
か

ら
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
数
々
の

ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
賜
物
と
、

法
人
の
名
に
お
き
ま
し
て
、
心

か
ら
の
謝
意
と
敬
意
を
捧
げ
る

次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
学
は
、
長
き
歴
史
の
中

で
、
教
育
と
研
究
へ
の
畏
敬
の

念
を
抱
き
つ
つ
、
学
歌
に
謳
う

「
学
の
実
化
」
と
い
う
学
是
に

よ
り
、
一
貫
し
て
実
学
を
重
ん

じ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
人
を
愛
し
、
慈
し
み
、
人

を
し
て
よ
り
人
た
ら
し
め
ん

と
、
社
会
に
役
立
つ
人
材
の
育

成
を
片
時
も
忘
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
自
覚

が
本
学
を
支
え
る
基
盤
で
あ

り
、
こ
こ
に
関
西
大
学
の
確
た

る
存
在
意
義
が
あ
る
と
信
じ
ま

す
。本

学
が
風
雪
の
歴
史
を
刻
む

間
に
世
紀
は
二
度
改
ま
り
、
わ

が
国
そ
し
て
世
界
は
大
き
く
そ

の
姿
を
変
え
、
も
は
や
一
国
の

利
害
の
み
を
考
え
て
処
す
時
代

は
終
わ
り
ま
し
た
。
今
後
の
わ

が
国
の
使
命
に
思
い
を
馳
せ
る

に
つ
け
、
日
本
の
国
民
精
神
に

軸
足
を
置
き
な
が
ら
も
、
そ
の

眼
差
し
を
常
に
世
界
に
向
け
、

国
際
人
と
し
て
活
躍
す
る
人
材

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
時
代

の
必
然
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。

こ
の
要
請
に
応
え
る
た
め
に

も
、
深
い
学
識
と
温
か
い
人
間

観
を
備
え
た
人
材
を
育
成
し
、

世
に
送
り
出
す
こ
と
こ
そ
が
本

学
の
使
命
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
果
た
す
た
め
、
断
固

た
る
決
意
で
教
育
、
研
究
、
社

会
貢
献
に
全
力
を
尽
く
し
、
社

会
的
な
存
在
意
義
を
保
ち
続
け

る
だ
け
で
な
く
、
伝
統
あ
る
関

西
大
学
の
姿
を
不
動
の
も
の
と

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

平
成
十
八
年
十
一
月
四
日
、

今
日
こ
の
日
も
ま
た
、
悠
久
の

時
の
流
れ
の
一
点
に
過
ぎ
な
い

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

こ
の
一
点
の
持
つ
意
義
こ
そ

は
、
比
類
な
き
も
の
が
あ
る
と

存
じ
ま
す
。

無
限
に
広
が
る
空
間
と
、
永

遠
に
流
れ
る
時
間
が
相
交
わ
る

今
日
こ
の
日
は
、
果
て
し
な
き

可
能
性
を
秘
め
た
「
強
い
関
西

大
学
」が
、「
関
西
大
学
か
ら
世
界

へ
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
と

も
に
、
よ
り
強
い
大
学
と
な

り
、
世
界
に
向
か
っ
て
大
き
く

羽
ば
た
く
日
で
あ
り
ま
す
。

私
は
、
本
学
関
係
者
一
同
が

相
和
し
て
、
手
を
携
え
、
大
学

と
し
て
の
使
命
と
社
会
的
責
任

を
果
た
す
た
め
に
、
力
の
限
り

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
、
こ

こ
に
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご

臨
席
賜
り
ま
し
た
皆
様
方
の
、

わ
が
関
西
大
学
に
対
す
る
、
今

後
ま
す
ま
す
の
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
を
衷
心
よ
り
お
願
い
申
し
上

げ
、
以
上
を
も
っ
て
式
辞
と
い

た
し
ま
す
。

去
る
十
一
月
四
日
（
土
）、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の

Ｂ
Ｉ
Ｇ
ホ
ー
ル
１００
に
お
い
て
、
創
立
百
二
十
周
年
記

念
式
典
が
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
、
好
天
に
恵
ま

れ
、
栄
え
あ
る
百
二
十
周
年
の
式
典
に
相
応
し
く
祝

典
一
色
の
日
と
な
っ
た
。
各
界
各
層
の
代
表
で
あ
る

約
千
人
の
来
賓
・
参
列
者
を
迎
え
、
関
西
大
学
に
ま

た
一
つ
、輝
か
し
い
歴
史
の
一
ペ
ー
ジ
が
加
わ
っ
た
。

記
念
式
典
は
、
午
後
一
時
半
か
ら
の
映
像
紹
介
の

後
、
午
後
二
時
に
開
式
。
学
歌
斉
唱
に
始
ま
り
、
森

本
理
事
長
の
式
辞
に
続
き
、
河
田
学
長
が
挨
拶
し

た
。
続
い
て
、
来
賓
の
池
坊
保
子
文
部
科
学
副
大
臣

を
は
じ
め
、
本
学
校
友
の
冬
柴
鐡
三
国
土
交
通
大

臣
、
安
西
祐
一
郎
社
団
法
人
日
本
私
立
大
学
連
盟
会

長
、
太
田
房
江
大
阪
府
知
事
が
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
述

べ
た
。そ
の
後
、「
総
合
学
生
会
館

メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク

凜
風
館
」
の
二
階
に
て
記
念
祝
賀
会
を
開
催
し
た
。

多
く
の
方
に
祝
福
さ
れ
た
こ
の
創
立
百
二
十
周
年

を
契
機
に
、
今
後
は
、
建
学
の
精
神
を
忘
れ
る
こ
と

な
く
、�
関
西
大
学
か
ら
世
界
へ
�
飛
躍
し
て
い
き
た

い
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
。

創
立
百
二
十
周
年
記
念
式
典

関
係
専
門
委
員
会
委
員
長

池
内

啓
三

天
高
く
菊
の
香
り
う
る
わ
し

い
秋
の
日
の
今
日
、
二
〇
〇
六

年
十
一
月
四
日
、
私
ど
も
関
西

大
学
は
、
創
立
百
二
十
周
年
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

海
外
か
ら
、
ま
た
日
本
各
地
か

ら
、
多
く
の
皆
様
方
の
ご
臨
席

を
得
て
、
こ
こ
に
そ
の
記
念
式

典
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
こ

と
を
、
私
は
関
西
大
学
第
三
十

九
代
学
長
と
し
て
、
心
か
ら
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

か
つ
て
「
天
下
の
台
所
」
と

称
さ
れ
た
大
阪
は
、
商
売
の

町
、
商
都
で
あ
る
と
同
時
に
、

十
七
世
紀
後
期
の
元
禄
時
代
以

降
、
学
問
の
府
で
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
は
、
江
戸
の
幕
府

の
官
僚
を
養
成
す
る
朱
子
学
的

体
制
擁
護
の
学
問
、
京
都
の
公

家
や
僧
侶
の
学
問
と
は
趣
を
異

に
し
た
、
庶
民
の
文
化
と
学
問

が
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

た
と
え
ば
、
大
阪
町
人
の
気

風
に
ふ
れ
て
人
情
味
あ
ふ
れ
た

作
品
を
書
い
た
井
原
西
鶴
、『
翁

の
文
』
や
『
出
定
後
語
』
を
書

い
て
儒
教
や
仏
教
を
批
判
し
た

富
永
仲
基
、
そ
の
著
『
夢
ノ

代
』
で
迷
信
と
机
上
の
空
論
を

拒
否
し
た
山
片
蟠
桃
。ま
た
「
知

行
合
一
」
を
主
張
す
る
陽
明
学

を
学
び
、
大
飢
饉
に
際
し
て
貧

民
救
済
を
唱
え
た
大
塩
平
八
郎

な
ど
な
ど
。

か
れ
ら
は
現
代
の
眼
か
ら
見

て
も
、
き
わ
め
て
合
理
的
に
し

て
社
会
に
有
用
な
学
問
の
必
要

性
を
主
張
し
ま
し
た
が
、
か
れ

ら
は
い
ず
れ
も
大
阪
と
い
う
土

地
に
お
い
て
こ
そ
現
れ
え
た
人

び
と
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
享
保
九
（
一
七
二
四
）
年

に
は
儒
学
塾
の
懐
徳
堂
、
文
政

八
（
一
八
二
五
）
年
に
は
藤
澤

甫
（
号
は
東
�
ま
た
泊
園
）
に

よ
っ
て
漢
学
塾
の
泊
園
書
院
、

さ
ら
に
天
保
九
（
一
八
三
八
）

年
に
は
緒
方
洪
庵
が
主
宰
す
る

蘭
学
塾
の
適
塾
が
開
設
さ
れ
る

な
ど
、
ま
さ
に
「
学
問
の
開
け

し
も
ま
た
久
し
く
…
…
海
内
そ

の
比
を
見
ざ
る
」
と
い
う
ほ
ど

大
阪
は
多
く
の
い
わ
ゆ
る
塾
や

学
校
が
存
在
し
て
き
た
「
学
問

の
都
」
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
大
阪
の
知
的
な

歴
史
と
伝
統
を
継
承
し
て
、
一

八
八
六
年
十
一
月
四
日
、
関
西

大
学
は
近
代
的
な
法
律
の
整

備
、
そ
れ
を
運
用
す
る
法
曹
人

の
養
成
を
め
ざ
し
て
、
西
日
本

で
最
初
の
法
律
学
校
と
し
て
創

立
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
の
建
学

の
精
神
は
、「
学
の
実
化
」。
学

理
学
問
と
実
際
実
践
と
の
調
和

統
一
を
は
か
り
、
社
会
に
有
用

な
品
格
あ
る
人
材
を
生
み
出

す
、
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
し

た
。以

来
、
百
二
十
年
の
光
陰
を

へ
て
、
関
西
、
日
本
、
さ
ら
に

は
世
界
各
地
に
、
三
十
万
人
を

超
す
卒
業
生
を
生
み
出
し
て
き

た
の
で
あ
り
ま
す
。

�
知
の
世
紀
��
知
識
基
盤
社

会
�
と
称
さ
れ
る
二
十
一
世
紀

の
現
在
、
ア
メ
リ
カ
の
二
十
五

分
の
一
、
中
国
の
二
十
六
分
の

一
の
国
土
で
、
資
源
に
乏
し
い

島
国
の
日
本
は
、
優
れ
た
人
材

を
輩
出
し
て
い
く
ほ
か
に
、
生

き
延
び
る
道
は
あ
り
ま
せ
ん
。

す
な
わ
ち
、
関
西
大
学
と
し
て

は
、
良
質
の
教
育
を
行
い
、
優

れ
た
研
究
成
果
を
あ
げ
、
そ
れ

ら
を
地
域
、
国
家
、
世
界
に
貢

献
す
る
大
学
に
な
ら
ね
ば
な
ら

な
い
、
の
で
あ
り
ま
す
。

幅
広
い
教
養
を
も
ち
、
し
っ

か
り
と
し
た
専
門
的
知
識
を
有

し
、
外
国
語
能
力
を
身
に
つ

け
、
情
報
機
器
を
駆
使
す
る
こ

と
が
で
き
、
問
題
を
発
見
し
解

決
す
る
こ
と
が
可
能
な
�
�
し

か
も
「
明
る
く
、
笑
い
が
取
れ

る
、
や
る
気
が
あ
り
、
品
格
の

あ
る
」
�
�
そ
ん
な
人
材
、
卒

業
生
を
社
会
に
送
り
だ
す
こ
と

が
、
何
よ
り
も
重
要
だ
、
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

性
善
説
を
唱
え
た
孟
子
は
、

物
事
を
な
し
と
げ
る
場
合
に
重

要
な
要
素
と
し
て
、
天
の
時
、

地
の
利
、
人
の
和
と
い
う
三
つ

の
も
の
が
必
要
だ
、
と
言
っ
て

い
ま
す
。
と
同
時
に
、「
天
の
時

は
地
の
利
に
し
か
ず
。
地
の
利

は
人
の
和
に
し
か
ず
」
と
も
述

べ
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
事
を
な
す
に
当

た
っ
て
は
、
天
の
時
を
得
た
か

ら
と
い
っ
て
、
も
し
地
の
利
が

な
か
っ
た
な
ら
ば
事
は
成
就
し

な
い
。
ま
た
地
の
利
を
得
て
い

て
も
、
人
の
和
が
な
け
れ
ば
、

成
功
し
な
い
。
つ
ま
り
、
成
功

す
る
に
は
時
を
得
る
こ
と
よ
り

も
、
地
の
利
を
得
る
こ
と
よ
り

も
、
人
の
和
を
得
る
こ
と
が
な

に
よ
り
も
大
切
で
あ
り
重
要
だ

と
い
う
の
で
あ
り
ま
す
。

今
日
の
百
二
十
周
年
記
念
を

一
つ
の
契
機
と
し
て
、
私
は
教

職
員
、
学
生
、
父
母
、
校
友
、

さ
ら
に
は
今
日
お
集
ま
り
の

方
々
か
ら
お
力
を
い
た
だ
き
、

そ
の
「
人
の
和
」
に
よ
っ
て
、

百
二
十
年
の
歴
史
と
伝
統
を
継

承
し
つ
つ
、
時
代
の
要
請
に
応

じ
た
良
質
の
教
育
を
行
い
、
優

れ
た
研
究
成
果
を
あ
げ
、
そ
れ

ら
を
地
域
、
国
家
、
世
界
に
貢

献
す
る
関
西
大
学
に
な
っ
て
ゆ

く
た
め
努
力
す
る
こ
と
を
、
こ

こ
に
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
は
お
越
し
く
だ
さ
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

理理
事事
長長
式式
辞辞

森
本

靖
一
郎

理
事
長

学学
長長
挨挨
拶拶

河
田

悌
一

学
長

（４）平成１８年（２００６年）１１月２９日第 ３３９ 号



 The 120th anniversary ISSUE
2006

 The 120th anniversary ISSUE
2006

さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
も

と
、
本
日
こ
こ
に
関
西
大
学
創

立
百
二
十
周
年
記
念
式
典
が
挙

行
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

森
本
理
事
長
の
強
い
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
力
強
く
躍

進
す
る
学
校
と
し
て
今
日
を
お

迎
え
に
な
ら
れ
ま
し
た
こ
と

は
、
文
部
科
学
副
大
臣
と
し

て
、
ま
た
森
本
理
事
長
を
人
生

の
先
輩
と
し
て
敬
愛
し
て
お
り

ま
す
私
に
と
り
ま
し
て
は
、
我

が
事
の
よ
う
に
う
れ
し
ゅ
う
ご

ざ
い
ま
す
。

関
西
大
学
は
、
十
二
人
の
判

事
、
検
事
な
ど
に
よ
っ
て
、
明

治
十
九
年
、
関
西
法
律
学
校
と

し
て
開
学
さ
れ
、
今
日
で
は
知

の
世
紀
を
リ
ー
ド
し
、
新
し
い

公
共
を
創
造
す
る
力
漲
（
み
な

ぎ
）
る
二
十
一
世
紀
型
総
合
学

園
を
理
念
と
し
、
数
々
の
独
創

的
な
事
業
、
教
育
改
革
を
行
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。

現
在
、
七
学
部
、
十
の
研
究

科
を
擁
し
、
三
十
万
人
を
超
え

る
卒
業
生
並
び
に
在
校
生
二
万

八
千
人
を
有
す
る
総
合
大
学
に

な
ら
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
こ
の

関
西
に
生
き
る
も
の
と
し
て
大

き
な
誇
り
で
あ
る
と
同
時
に
、

関
西
大
学
を
日
本
の
宝
と
も
思

っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
の
夏
に
は
、
私

も
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
す
ば
ら
し
い
ス
ケ
ー
ト

リ
ン
ク
が
竣
工
さ
れ
ま
し
た
。

限
ら
れ
ま
し
た
国
の
予
算
で

は
な
か
な
か
実
現
し
難
い
施
設

の
も
と
に
、
次
世
代
の
ス
ポ
ー

ツ
育
成
に
貢
献
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
こ
と
は
深
い
感
謝

の
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成
十
八
年
度
に

は
文
部
科
学
省
の
現
代
的
教
育

ニ
ー
ズ
取
組
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
学
生
一
人
ひ
と
り
の
勤
労
観

・
職
業
観
を
育
む
関
西
大
学
キ

ャ
リ
ア
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｋ

―
Ｃ
Ｅ
Ｐ
）
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。と

も
す
れ
ば
、
若
者
た
ち
の

中
に
働
く
こ
と
の
価
値
や
意
義

を
見
出
す
こ
と
が
な
い
中
に
あ

っ
て
、
し
っ
か
り
と
学
校
生
活

の
中
で
職
業
観
・
倫
理
観
を
育

ん
で
い
た
だ
け
ま
す
こ
と
は
、

現
在
六
十
四
万
人
の
ニ
ー
ト
を

抱
え
て
お
り
ま
す
こ
の
現
代
の

日
本
に
あ
っ
て
、
先
ほ
ど
森
本

理
事
長
が
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

よ
う
に
、
使
命
と
責
任
感
を
持

っ
て
社
会
に
貢
献
す
る
人
々
を

育
成
し
て
い
た
だ
け
る
と
大
変

力
強
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
良
い
モ
デ
ル
と
し
て
全

国
に
発
信
し
て
い
く
べ
き
こ
と

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
私
立
大
学
が

民
間
の
活
力
に
よ
っ
て
運
営
さ

れ
、
多
く
の
人
材
を
輩
出
し
て

い
る
こ
と
は
、
地
下
資
源
の
な

い
日
本
に
と
っ
て
何
よ
り
も
大

き
な
二
十
一
世
紀
に
向
け
た
発

展
、
力
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う

と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

百
二
十
年
と
い
う
輝
か
し
い

伝
統
と
実
績
を
、
今
後
も
森
本

理
事
長
の
も
と
、
学
長
を
は
じ

め
、
こ
こ
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
す

べ
て
の
方
々
の
お
支
え
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
現
代
人
が
見
失

い
が
ち
な
教
育
と
研
究
の
畏
敬

の
念
、
先
ほ
ど
森
本
理
事
長
が

お
っ
し
ゃ
っ
た
と
き
、
私
は
こ

れ
こ
そ
が
現
代
に
大
切
な
礎
で

は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
思
い

ま
し
た
。

そ
の
礎
を
持
ち
な
が
ら
、
実

業
を
大
切
に
、
さ
ら
に
国
際
社

会
の
中
で
尊
敬
と
愛
情
で
見
詰

め
ら
れ
る
す
ば
ら
し
い
日
本
人

を
育
成
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
心
よ
り
願
っ
て
、
今
日
の
日

の
こ
の
す
ば
ら
し
い
お
祝
い
の

会
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

本
日
は
関
西
大
学
創
立
百
二

十
周
年
と
い
う
記
念
式
典
が
、

校
友
、
学
友
、
そ
し
て
関
係
さ

れ
る
皆
様
方
が
こ
の
よ
う
に
多

数
お
集
ま
り
に
な
り
、
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
こ
と
、
心
か

ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
、
先
ほ
ど
来
賓
の
一
員

と
し
て
紹
介
を
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
私
は
こ
の
関
西
大
学
二

部
法
学
部
の
卒
業
生
で
あ
り
ま

し
て
、
校
友
の
一
員
で
あ
り
ま

す
。
私
は
、
こ
の
日
を
本
当
に

喜
ん
で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
祝
辞

を
述
べ
る
機
会
を
与
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
森

本
理
事
長
は
じ
め
、
関
係
の
皆

様
方
に
心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
の

無
上
の
喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
私
は
昭
和
三
十
一

年
、
一
九
五
六
年
に
本
学
二
部

の
法
学
部
法
律
学
科
に
入
学
を

い
た
し
ま
し
た
。
今
年
は
二
〇

〇
六
年
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、

ち
ょ
う
ど
五
十
年
、
半
世
紀
を

刻
ん
だ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
百

二
十
年
の
歴
史
の
中
で
、
最
後

の
五
十
年
、
私
は
関
西
大
学
と

と
も
に
こ
こ
に
生
き
て
き
た
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
私

は
、
昭
和
三
十
一
年
に
本
学
二

部
に
入
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
け
れ
ど
も
、
三
回
生
の
と

き
に
、
将
来
は
司
法
試
験
に
合

格
を
し
て
弁
護
士
で
身
を
立
て

よ
う
、
こ
の
よ
う
な
決
意
を
い

た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
天
六

学
舎
の
４
階
に
あ
り
ま
し
た
司

法
試
験
研
究
室
へ
入
室
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
、
本

学
の
常
務
理
事
を
務
め
て
お
ら

れ
ま
す
上
原
洋
允
先
生
、
そ
し

て
ま
た
本
学
の
校
友
会
の
会
長

で
あ
ら
れ
る
一
軸
浩
幸
先
生
、

ま
た
理
事
で
あ
り
ま
す
片
山
久

江
先
生
等
々
、
大
阪
の
弁
護
士

会
の
会
長
を
さ
れ
た
方
々
も
一

緒
に
勉
強
し
た
こ
と
を
今
懐
か

し
く
思
い
起
こ
し
て
お
り
ま

す
。三

回
生
の
と
き
は
自
炊
を
い

た
し
て
お
り
ま
し
た
。
し
た
が

い
ま
し
て
、
こ
の
よ
う
な
雑
事

を
�
�
雑
事
と
い
っ
た
ら
あ
れ

で
す
け
れ
ど
も
、
人
に
し
て
も

ら
お
う
と
い
う
こ
と
で
、
三
回

生
の
と
き
に
結
婚
を
い
た
し
ま

し
た
。
高
校
時
代
か
ら
つ
き
合

い
を
し
て
い
た
女
性
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
今
の
家
内
で
ご
ざ
い

ま
す
（
笑
）。

結
婚
を
い
た
し
ま
し
て
か
ら

は
、
勤
め
て
お
り
ま
し
た
の

で
、
夕
刻
帰
っ
た
ら
夕
食
を
と

り
、
す
ぐ
に
寝
て
、
一
時
に
起

こ
し
て
も
ら
っ
て
、
朝
の
五
時

ま
で
法
律
書
と
格
闘
い
た
し
ま

し
た
。
そ
の
甲
斐
が
あ
り
ま
し

て
、
卒
業
の
翌
年
、
二
十
五
歳

で
司
法
試
験
に
通
る
こ
と
が
で

き
、
二
十
八
歳
で
法
律
事
務
所

を
大
阪
市
で
開
業
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
爾
来
二
十
二
年

間
、
大
阪
市
で
大
衆
の
幸
せ
の

た
め
に
と
、
私
は
念
じ
て
弁
護

士
を
や
っ
て
き
た
つ
も
り
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
四
十
九
歳
の
と

き
に
、
公
明
党
の
ほ
う
か
ら
、

兵
庫
県
か
ら
衆
議
院
に
立
候
補

し
な
い
か
と
い
う
強
い
お
誘
い

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
弁
護
士

が
過
去
回
顧
的
と
申
し
ま
す

か
、
過
去
に
起
こ
っ
た
こ
と
を

将
来
に
向
か
っ
て
解
決
を
す
る

と
い
う
職
業
で
あ
る
の
に
対

し
、
代
議
士
の
場
合
に
は
、
将

来
展
望
的
と
申
し
ま
す
か
、
こ

れ
か
ら
の
国
民
に
対
し
て
ど
う

対
応
し
て
い
く
か
、
そ
う
い
う

意
味
に
お
い
て
違
う
け
れ
ど

も
、
そ
の
狙
う
と
こ
ろ
は
社
会

正
義
の
実
現
で
あ
り
、
基
本
的

人
権
の
尊
重
で
あ
り
、
ま
た
私

に
と
っ
て
は
弱
い
立
場
に
あ
る

人
、
ま
じ
め
に
汗
を
流
し
て
努

力
す
る
人
が
報
わ
れ
る
社
会
を

つ
く
る
、
そ
う
い
う
意
味
で
は

共
通
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
、
一
大
決
心
を
し
て
政
治
に

転
向
い
た
し
ま
し
た
。

爾
来
、
七
回
激
し
い
選
挙
を

戦
い
、
二
十
年
の
日
を
刻
み
ま

し
た
け
れ
ど
も
、
こ
の
と
き
も

関
西
大
学
の
お
か
げ
で
ご
ざ
い

ま
し
た
。
私
が
苦
し
い
戦
い
を

し
て
い
る
と
き
に
、
選
挙
区
の

人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
地
域
か

ら
も
、
関
西
大
学
の
学
友
で
あ

る
、党
派
は
違
う
け
れ
ど
も
「
関

大
党
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

応
援
を
し
て
い
た
だ
い
て
今
日

が
あ
り
ま
す
。
前
回
の
選
挙
の

と
き
に
も
、
第
一
声
に
森
本
理

事
長
が
来
て
く
だ
さ
い
ま
し

て
、
い
ま
だ
に
衰
え
な
い
大
声

で
「
関
大
党
を
勝
た
す
ん
だ

�
」
と
い
う
こ
と
で
獅
子
吼
さ

れ
ま
し
た
。
私
は
、
こ
の
よ
う

な
関
西
大
学
の
御
恩
に
報
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
こ
ん
な

思
い
で
あ
り
ま
す
。

安
倍
内
閣
で
は
、
国
土
交
通

大
臣
お
よ
び
観
光
立
国
担
当
国

務
大
臣
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

私
は
、
安
全
で
安
心
の
国
土
を

建
設
し
、
二
十
一
世
紀
を
生
き

る
我
々
の
子
供
や
孫
た
ち
が
、

自
信
と
誇
り
が
持
て
る
�
美
し

い
国

日
本
�
を
建
設
す
る
、

そ
の
よ
う
な
責
任
を
、
重
責
を

負
っ
て
い
る
と
自
覚
を
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
関
西
大
学
の
建

学
の
精
神
と
、
そ
し
て
百
二
十

年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
支
え
て

こ
ら
れ
た
多
く
の
皆
様
方
、
そ

の
よ
う
な
人
た
ち
と
本
当
に
手

を
携
え
な
が
ら
、
百
五
十
周

年
、
二
百
周
年
を
め
ざ
し
て
こ

れ
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
関

西
大
学
の
二
部
法
学
部
の
卒
業

生
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
終

生
、
誇
り
の
原
点
と
し
て
ま
い

り
た
い
と
、
こ
の
よ
う
に
思
う

わ
け
で
あ
り
ま
す
。

天
の
時
、
地
の
利
、
そ
し
て

人
の
和
と
河
田
学
長
が
お
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
が
、
全
く
そ
の
と

お
り
だ
と
思
い
ま
す
。
本
日
ご

参
集
の
皆
様
方
と
と
も
に
手
を

携
え
て
、
日
本
の
国
家
の
発
展

の
た
め
に
、
ま
た
額
に
汗
し
て

働
く
人
が
報
わ
れ
る
社
会
を
つ

く
る
た
め
に
頑
張
っ
て
ま
い
る

こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
し

て
、
そ
し
て
皆
様
と
と
も
に
関

西
大
学
を
強
い
大
学
に
す
る

と
、
こ
の
よ
う
な
も
の
に
我
々

が
た
と
え
ち
ょ
っ
と
で
も
裨
益

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
努

力
を
し
て
ま
い
る
こ
と
を
お
誓

い
し
な
が
ら
、
私
の
今
日
の
祝

辞
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

祝祝
辞辞

池
坊

保
子

文
部
科
学
副
大
臣

祝祝
辞辞

冬
柴

鐵
三

国
土
交
通
大
臣（
校
友
）
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関
西
大
学
が
創
立
百
二
十
周

年
を
迎
え
ら
れ
、
本
日
こ
こ
に

盛
大
に
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ

ま
す
こ
と
を
、
社
団
法
人
日
本

私
立
大
学
連
盟
を
代
表
い
た
し

ま
し
て
、
心
か
ら
お
祝
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
関
西
大

学
関
係
者
す
べ
て
の
皆
様
に
心

か
ら
お
喜
び
を
申
し
上
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。
特
に
、
森
本
理

事
長
、
河
田
学
長
を
は
じ
め
、

多
く
の
方
々
に
、
日
本
私
立
大

学
連
盟
と
い
た
し
ま
し
て
も
日

頃
か
ら
大
変
ご
指
導
、
ご
交
誼

を
賜
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
場

を
お
借
り
い
た
し
ま
し
て
、
改

め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。

関
西
大
学
は
、
明
治
十
九
年

に
児
島
惟
謙
先
生
、
ま
た
初
代

校
主
の
吉
田
一
士
先
生
、
あ
る

い
は
初
代
の
校
長
で
あ
り
ま
し

た
小
倉
久
先
生
、
ま
た
初
代
学

監
の
鶴
見
守
義
先
生
、
多
く
の

先
生
方
、
特
に
若
い
方
々
に
よ

っ
て
関
西
法
律
学
校
が
生
ま

れ
、
明
治
の
時
代
に
大
き
な
志

を
持
っ
て
関
西
、
そ
し
て
日

本
、
そ
し
て
世
界
へ
と
大
き
な

飛
躍
が
遂
げ
ら
れ
て
い
っ
た
わ

け
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
頃
の
こ

と
を
思
い
ま
す
と
、
ま
た
私
も

私
学
の
関
係
者
と
し
て
百
二
十

年
と
い
う
歳
月
が
、
い
か
に
努

力
と
、
言
っ
て
み
れ
ば
汗
と
涙

と
多
く
の
事
々
の
結
晶
で
あ
っ

た
の
か
と
い
う
こ
と
は
直
に
感

じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。

関
西
大
学
が
建
学
の
精
神
と

し
て
「
正
義
を
権
力
よ
り
護

れ
」、
ま
た
学
是
と
し
て
の
「
学

の
実
化
」、
こ
れ
は
私
の
勤
務
し

て
お
り
ま
す
慶
應
義
塾
、
長
い

間
実
業
の
精
神
と
い
う
こ
と
で

や
っ
て
き
た
、
そ
れ
と
も
共
通

す
る
も
の
が
あ
る
か
と
い
う
ふ

う
に
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
一

貫
し
て
社
会
や
市
民
の
啓
発
、

教
育
、
そ
し
て
レ
ベ
ル
の
高
い

研
究
に
取
り
組
ま
れ
て
、
地
域

社
会
、
産
業
社
会
の
み
な
ら
ず

国
際
社
会
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

て
こ
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
我

が
国
の
教
育
と
文
化
、
世
界
の

教
育
、
研
究
、
文
化
、
社
会
貢

献
、
発
展
に
対
す
る
偉
大
な
貢

献
で
あ
っ
た
と
い
う
ふ
う
に
申

し
上
げ
て
過
言
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

今
、
私
立
大
学
を
取
り
巻
く

環
境
と
い
う
の
は
大
変
に
厳
し

い
。
国
内
に
お
き
ま
し
て
も
、

あ
る
い
は
国
際
的
に
も
競
争
が

激
し
く
な
っ
て
い
る
。
私
立
学

校
が
、
慶
應
義
塾
の
場
合
を
取

り
上
げ
て
申
し
上
げ
れ
ば
、
明

治
の
時
代
に
も
創
立
者
の
福
澤

諭
吉
が
も
う
慶
應
義
塾
を
畳
も

う
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に

言
っ
た
こ
と
も
あ
る
、
そ
う
い

う
学
校
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
さ
っ
き
も
申
し
上
げ
ま
し

た
よ
う
に
、
百
二
十
年
と
い
う

歳
月
が
い
か
な
る
も
の
を
含
ん

で
い
る
の
か
、
こ
れ
か
ら
い
わ

ば
官
か
ら
民
へ
の
時
代
、
官
か

ら
民
へ
の
大
き
な
流
れ
の
中
で

関
西
大
学
に
期
待
す
る
、
こ
れ

は
日
本
全
体
を
と
り
ま
し
て
も

非
常
に
大
き
な
も
の
が
あ
る
か

と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。
と

り
わ
け
、
学
生
の
興
味
の
あ

る
、
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
、
あ

る
い
は
社
会
で
必
要
と
さ
れ
る

知
識
、
技
術
、
そ
う
い
っ
た
事

な
ど
を
自
由
な
発
想
で
探
求
す

る
こ
と
の
で
き
る
私
学
の
学
び

舎
と
し
て
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
開
発
、
あ
る
い
は
キ
ャ
ン
パ

ス
環
境
の
整
備
、
あ
る
い
は
学

生
ス
ポ
ー
ツ
、
学
生
文
化
の
振

興
に
向
け
て
常
に
邁
進
を
し
て

お
ら
れ
る
、
私
学
の
リ
ー
ダ
ー

的
な
存
在
で
も
っ
て
教
育
、
研

究
の
世
界
を
牽
引
し
て
お
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
に
心
か
ら
敬
意

を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
、
日
本
の
大
学
、
学
部
の

学
生
の
七
十
五
％
は
私
立
大
学

の
学
生
で
あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
国
・
公
・
私
を

問
わ
ず
、
こ
れ
か
ら
高
等
教

育
、
初
等
・
中
等
教
育
を
含
め

て
教
育
の
問
題
は
日
本
の
最
も

重
要
な
問
題
の
一
つ
で
あ
る

と
。
そ
う
い
う
中
で
も
っ
て
、

特
に
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
必
要

と
さ
れ
る
の
は
多
様
性
だ
と
い

う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。
さ
ま
ざ

ま
な
活
力
の
あ
る
大
学
、
学
校

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
建
学
の
精
神

を
も
っ
て
自
ら
の
力
で
発
展
を

し
て
い
く
、
こ
の
こ
と
が
日
本

が
こ
れ
か
ら
世
界
に
も
う
一
度

打
っ
て
出
る
、
そ
の
こ
と
の
最

も
大
き
な
よ
す
が
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
思
っ

て
お
り
ま
す
。

そ
う
い
う
中
に
あ
っ
て
、
関

西
大
学
が
私
立
学
校
の
リ
ー
ダ

ー
、
私
立
大
学
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
「
学
の
実
化
」、
こ
れ
を
学

是
に
掲
げ
ら
れ
て
、
一
貫
し
て

百
二
十
年
の
間
取
り
組
ん
で
こ

ら
れ
た
そ
の
歴
史
を
さ
ら
に
踏

ま
え
ら
れ
て
、
輝
か
し
い
歴
史

と
伝
統
の
も
と
に
、
こ
れ
か
ら

ま
す
ま
す
一
層
隆
盛
を
見
ら

れ
、
日
本
、
ま
た
世
界
の
高
等

教
育
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
に
、
む
し
ろ
お

願
い
を
申
し
上
げ
、
関
西
大
学

関
係
者
す
べ
て
の
皆
様
が
一
丸

と
な
っ
て
強
い
大
学
、
関
西
大

学
を
ま
す
ま
す
つ
く
っ
て
い
か

れ
ま
す
よ
う
に
心
か
ら
期
待
を

し
、
ま
た
お
祈
り
を
申
し
上
げ

ま
し
て
、
私
の
お
祝
い
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

関
西
大
学
が
今
日
、
こ
の
佳

き
日
に
開
学
、
創
立
百
二
十
周

年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
、

そ
し
て
こ
う
し
て
盛
大
な
記
念

式
典
が
催
さ
れ
ま
す
こ
と
、
心

よ
り
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。私

も
、
こ
の
付
近
に
住
ん
で

十
数
年
で
ご
ざ
い
ま
す
。
地
元

の
フ
ァ
ン
と
し
て
、
皆
様
方
と

と
も
に
こ
の
百
二
十
周
年
を
お

祝
い
申
し
上
げ
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

さ
て
、
私
も
大
阪
府
で
仕
事

を
し
て
早
い
も
の
で
七
年
に
な

る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
実
は
こ
の
大
阪
府
庁
に
も

大
変
多
く
の
関
大
の
卒
業
生
が

お
ら
れ
ま
す
。
た
だ
い
ま
こ
の

瞬
間
で
も
約
九
百
人
の
卒
業
生

が
、
私
ど
も
大
阪
府
庁
の
そ
れ

ぞ
れ
の
部
署
で
中
核
と
な
っ
て

仕
事
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
お
り

ま
す
。
恐
ら
く
大
阪
府
庁
開
庁

か
ら
数
え
れ
ば
万
を
越
す
関
大

の
卒
業
生
の
皆
様
方
が
大
阪
府

庁
を
築
い
て
き
て
く
だ
さ
っ
た

ん
だ
ろ
う
と
、
こ
の
よ
う
に
感

謝
を
し
て
い
る
次
第
で
す
。
も

ち
ろ
ん
、
車
の
両
輪
と
し
て
大

変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す

大
阪
府
議
会
に
も
卒
業
生
が
大

変
多
く
お
ら
れ
、
今
日
は
ま
た

そ
こ
か
ら
国
政
に
転
じ
ら
れ
た

先
生
方
を
含
め
て
、
た
く
さ
ん

の
方
が
ご
来
賓
と
し
て
お
い
で

に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
今
日

も
お
い
で
に
な
っ
て
お
ら
れ
ま

す
け
れ
ど
も
、
私
が
大
変
お
世

話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
、
た
だ

い
ま
の
大
阪
府
議
会
議
長
、
北

川
法
夫
先
生
も
本
学
の
ご
出
身

者
で
あ
り
、
学
生
時
代
に
は
野

球
部
の
エ
ー
ス
と
し
て
な
ら
し

た
と
、
こ
の
よ
う
に
伺
い
ま
し

た
。
私
は
、
多
く
の
卒
業
生
の

皆
様
方
と
お
話
を
し
て
お
り
ま

す
と
、
関
大
時
代
に
培
わ
れ
た

芯
の
強
さ
と
申
し
ま
し
ょ
う

か
、
謙
虚
さ
を
含
む
大
変
な
強

さ
と
い
う
も
の
を
感
じ
る
わ
け

で
、
そ
の
こ
と
か
ら
多
く
の
こ

と
を
教
え
て
い
た
だ
い
て
き
た

つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
関
大
関
係
者
の
皆
様
方

の
ご
尽
力
に
心
よ
り
敬
意
を
表

し
ま
す
。

我
が
国
経
済
は
、
い
ざ
な
ぎ

景
気
を
越
す
景
気
の
拡
大
と
い

う
こ
と
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
十
一
月
で
戦

後
最
大
の
五
十
七
カ
月
の
長
さ

を
誇
っ
た
い
ざ
な
ぎ
景
気
を
越

す
景
気
の
拡
大
を
続
け
る
こ
と

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま

す
が
、
長
い
間
低
迷
を
続
け
ま

し
た
大
阪
、
関
西
経
済
も
実
は

こ
の
日
本
経
済
の
回
復
を
牽
引

し
て
い
る
一
つ
の
大
き
な
都
市

圏
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違

い
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
な

が
ら
、
東
京
一
極
集
中
が
こ
れ

だ
け
強
い
風
を
持
っ
て
進
ん
で

い
る
さ
な
か
で
あ
り
ま
す
か

ら
、
大
阪
も
自
ら
の
強
み
を
し

っ
か
り
認
識
し
て
、
そ
の
こ
と

に
磨
き
を
か
け
る
中
で
大
き
な

牽
引
力
と
な
っ
て
こ
れ
か
ら
も

日
本
の
再
生
に
努
め
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
、
こ
の
よ

う
に
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

本
学
は
大
変
、
産
学
連
携
に

も
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

い
て
き
て
お
り
ま
し
て
、
先
ほ

ど
来
、
教
育
理
念
と
し
て
掲
げ

て
お
ら
れ
る
「
学
の
実
化
」
と

い
う
こ
と
が
建
学
以
来
、
大
変

大
き
な
柱
と
な
っ
て
大
阪
の
発

展
を
支
え
て
き
て
い
た
だ
い

た
、
こ
の
こ
と
の
開
陳
が
ご
ざ

い
ま
し
た
。

私
は
、
こ
の
産
学
連
携
と
い

う
言
葉
、
今
で
こ
そ
日
本
中
、

世
界
中
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

で
は
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

こ
れ
は
ま
さ
に
大
阪
府
、
関
西

の
お
か
げ
で
あ
っ
て
、
こ
の
産

学
連
携
と
い
う
言
葉
、
こ
の
大

阪
、
関
西
に
お
い
て
自
然
発
生

的
に
、
本
当
に
自
然
の
う
ち
に

始
ま
っ
た
す
ば
ら
し
い
成
果
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
、
大

阪
北
部
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
産

業
と
し
て
、
バ
イ
オ
、
ロ
ボ
ッ

ト
、
そ
し
て
環
境
分
野
に
か
か

わ
る
産
業
を
育
て
る
た
め
に
産

学
連
携
を
展
開
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
特
に

大
阪
の
産
業
を
支
え
て
き
て
い

た
だ
い
た
中
小
企
業
に
と
っ
て

大
学
の
敷
居
は
高
い
と
言
わ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
し
か
し
な
が

ら
、
大
阪
、
関
西
は
ち
ょ
っ
と

違
う
ぞ
と
。
物
づ
く
り
拠
点
を

つ
く
っ
て
お
り
ま
す
東
大
阪
の

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ア
に
お

き
ま
し
て
も
、
本
学
を
中
心
に

本
当
に
中
小
企
業
の
方
々
と
目

線
を
同
じ
く
し
て
す
ば
ら
し
い

産
学
連
携
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
に
、
心
よ
り
敬
意
を

表
し
、
ま
た
感
謝
を
し
て
い
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

先
ほ
ど
来
申
し
上
げ
て
い
る

よ
う
に
、
大
阪
、
関
西
経
済
は

今
後
、
再
生
か
ら
成
長
へ
、
回

復
か
ら
拡
大
へ
と
大
き
く
舵
を

取
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
う

い
う
と
き
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
核
と
し
て
、
大
学
が
大
き
な

力
を
発
揮
さ
れ
る
時
代
に
な
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
か
、
こ

の
大
学
の
�
強
い
大
学
�
を
め

ざ
す
姿
勢
を
含
め
、
こ
れ
か
ら

も
大
阪
、
関
西
経
済
の
た
め
、

も
っ
と
広
く
、
大
阪
、
関
西
全

体
の
た
め
に
大
き
な
お
力
添
え

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
、
心

よ
り
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。こ

の
大
学
は
、
大
学
院
、
大

学
、
高
等
学
校
、
中
学
校
、
幼

稚
園
、
い
わ
ゆ
る
一
大
総
合
学

園
で
あ
り
ま
す
。
教
育
、
研
究

を
め
ぐ
る
状
況
は
、
世
の
中
の

さ
ま
ざ
ま
な
事
件
か
ら
も
明
ら

か
な
よ
う
に
、
あ
る
い
は
少
子

高
齢
化
と
い
う
社
会
の
大
き
な

流
れ
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う

に
、
大
変
厳
し
い
時
代
を
迎
え

て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
社
会

の
大
き
な
期
待
に
応
え
る
一
大

総
合
学
園
と
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
社
会
の
期
待
に
応
え
、
大
き

く
発
展
さ
れ
る
こ
と
は
間
違
い

な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
本

日
の
こ
の
百
二
十
周
年
と
い
う

契
機
を
ま
た
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ

と
さ
れ
て
、
関
西
大
学
が
さ
ら

に
大
き
く
発
展
さ
れ
ま
す
よ
う

に
、
卒
業
生
の
皆
様
方
が
大

阪
、
関
西
の
み
な
ら
ず
、
世
界

中
で
ご
活
躍
を
さ
れ
、
大
き
な

力
を
発
揮
さ
れ
ま
す
よ
う
に
お

祈
り
を
申
し
上
げ
て
私
の
お
祝

い
の
言
葉
に
か
え
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

祝祝
辞辞安

西

祐
一
郎

社
団
法
人
日
本
私
立
大
学
連
盟
会
長

祝祝
辞辞

太
田

房
江

大
阪
府
知
事

（６）平成１８年（２００６年）１１月２９日第 ３３９ 号
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平
成
十
八
年
十
一
月
四
日
に
創
立
百
二
十
周
年
の
節

目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
秋
の
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
、
創
立
百
二
十
周
年
記
念
行
事
が
目
白
押
し
で
行
わ

れ
た
。

ま
ず
、
十
月
十
四
日
に
は
、

記
念
事
業
の
一
環
行
事
と
し

て
、
関
西
大
学
第
一
高
等
学
校

・
第
一
中
学
校
、
同
第
一
高
等

学
校
教
育
後
援
会
、
同
第
一
中

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
共
催
で
、
本
学
第

一
高
等
学
校
Ｏ
Ｂ
で
海
洋
冒
険

家
の
堀
江
謙
一
氏
を
迎
え
、「
心

に
夢
と
勇
気
を

―
親
子
の
対

話
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
―
」
と
題
し

た
記
念
講
演
会
が
、
第
二
学
舎

四
号
館
「
Ｂ
Ｉ
Ｇ
ホ
ー
ル
１００
」

を
会
場
と
し
、

行
わ
れ
た
。

翌
日
、
十
月
十
五
日
の
校
友

総
会
の
日
に
は
、
関
西
法
律
学

校
発
祥
の
地
か
ら
千
里
山
キ
ャ

ン
パ
ス
ま
で
歩
く
「
創
立
百
二

十
周
年
記
念
ウ
ォ
ー
ク
」
が
実

施
さ
れ
た
。こ
の
他
、新
関
西
大

学
会
館
南
棟
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ

ー
に
て
、
校
友
の
水
彩
画
家
、

井
手
孝
氏
の
作
品
展
が
開
催
さ

れ
た
。「
総
合
学
生
会
館

メ
デ

ィ
ア
パ
ー
ク

凜
風
館
」
を
描

い
た
作
品
の
他
、画
文
集
、絵
葉

書
が
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
人
の

心
を
和
ま
せ
て
い
た
。

十
月
二
十
五
日
〜
二
十
八
日

の
間
は
、
学
生
関
係
行
事
と
し

て
、「
千
里
山
Ｍ
ｕ
ｓ
ｉ
ｃ
―
Ｃ

ａ
ｍ
ｐ
ｕ
ｓ
〜
音
楽
の
プ
ロ
ム

ナ
ー
ド
〜
」
が
開
催
さ
れ
た
。

悠
久
の
庭
、
総
合
図
書
館
前
、

旧
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
前
、
凜

風
館
二
階
食
堂
を
会
場
に
、
文

化
会
・
同
好
会
の
音
楽
団
体
の

他
、
応
援
団
吹
奏
楽
部
、
教
員

に
よ
る
カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
、中
華
ポ

ッ
プ
、馬
頭
琴
の
演
奏
が
行
わ
れ

た
。

創立１２０周年記念ウォーク

講演する堀江謙一氏

か
が
り
火
の
下
で
演
じ
ら
れ
た
舞
楽

千里山Music�Campus

井手孝氏の作品展示会場

ま
た
、
十
月
二
十
七
日
〜
二

十
八
日
の
間
は
、「
関
西
大
学
が

は
ぐ
く
ん
だ
大
阪
学
と
中
国

学
」
を
総
合
テ
ー
マ
に
、
二
日

間
に
わ
た
り
記
念
学
術
講
演
会

が
行
わ
れ
た
。
尚
文
館
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
Ａ
Ｖ
大
教
室
、
以
文

館
、
児
島
惟
謙
館
、
第
二
学
舎

四
号
館
「
Ｂ
Ｉ
Ｇ
ホ
ー
ル
１００
」

を
会
場
に
、
国
内
の
み
な
ら
ず

海
外
か
ら
も
著
名
な
専
門
家
を

招
き
、「
中
国
学
の
展
開
と
関
西

大
学
」
と
「
日
本
の
な
か
の
大

阪
文
化
遺
産
」
を
サ
ブ
テ
ー
マ

に
し
た
、
基
調
講
演
・
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

た
。「

篝
の
舞
楽
」特
別

公
演
観
客
を
魅
了

最
終
日
二
十
八
日
の
十
六
時

半
か
ら
は
、
尚
文
館
前
中
庭
に

て
特
別
公
演
「
篝
の
舞
楽
」
が

行
わ
れ
、
天
王
寺
楽
所
雅
亮
会

に
よ
る
演
舞
・
演
奏
が
集
ま
っ

た
観
客
を
魅
了
し
た
。

な
お
、
天
王
寺
楽
所
雅
亮
会

に
よ
る
公
演
は
、
十
一
月
四
日

開
催
の
記
念
式
典
に
お
い
て

も
、
特
別
公
演
と
し
て
「
萬
歳

楽
（
ま
ん
ざ
い
ら
く
）」
が
演
じ

ら
れ
た
。

ベ
ル
ギ
ー
の
大
学
に

研
究
セ
ン
タ
ー
開
設

学
術
記
念
行
事
と
し
て
は
、

こ
の
ほ
か
、
１０
月
に
、
日
本
研

究
や
Ｅ
Ｕ
研
究
を
促
進
す
る
拠

点
と
し
て
、
Ｅ
Ｕ
本
部
か
ら
近

い
ベ
ル
ギ
ー
の
ル
ー
ヴ
ェ
ン
市

に
あ
る
ル
ー
ヴ
ェ
ン
・
カ
ト
リ

ッ
ク
大
学
（
Ｋ
Ｕ
Ｌ
）
の
中
央

図
書
館
内
に
「
関
西
大
学
日
本

・
Ｅ
Ｕ
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
開

設
し
た
。

記
念
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や

写
真
集
が
完
成

記
念
事
業
の
一
つ
で
あ
る
年

史
編
纂
事
業
と
し
て
は
、「
創
立

百
二
十
周
年
記
念
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」
と

「
関
西
大
学
百
二
十
年
の
あ
ゆ

み
（
写
真
集
）」
が
完
成
し
、
十

月
十
五
日
開
催
の
校
友
総
会
と

十
一
月
四
日
挙
行
の
記
念
式
典

の
際
に
、
出
席
者
へ
の
記
念
品

と
さ
れ
た
。
ま
た
、「
関
西
大
学

百
二
十
年
史
」
は
、
記
念
式
典

の
様
子
を
盛
り
込
み
、
平
成
十

九
年
三
月
に
発
刊
す
る
予
定
で

あ
る
。

「
明
日
を
古
に
ま
な
ぶ
」

「
大
坂
画
壇
作
品
展
」

学
術
記
念
展
示
と
し
て
は
、

十
月
十
五
日
か
ら
、「
簡
文
館
特

別
展
示
『
明
日
を
古
（
い
に
し

え
）に
ま
な
ぶ
』」�
期
間
�
十
二

月
二
十
五
日
（
月
）
ま
で
�
と

「
大
坂
画
壇
作
品
展
示
」
�
於
�

総
合
図
書
館
、
期
間
�
十
二
月

十
六
日
（
土
）
ま
で
�
が
開
催

さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
記
念

展
示
も
、
記
念
式
典
以
降
も
引

き
続
き
開
催
さ
れ
て
い
る
の

で
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
も
ら
い

た
い
。

（
創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業

局
）

記念学術講演会

今
年
、
関
西
大
学
は
創
立

百
二
十
周
年
を
迎
え
た
が
、

こ
の
歩
み
は
、
時
を
同
じ
く

し
て
法
学
部
の
歩
み
で
も
あ

る
。
こ
の
記
念
す
べ
き
「
法

学
部
創
立
百
二
十
周
年
」
に

あ
た
り
、
法
学
部
で
は
、
次

の
よ
う
な
行
事
を
企
画
し

た
。
こ
の
行
事
は
、
法
学
部

が
今
後
、
進
む
べ
き
道
し
る

べ
と
し
て
の
役
割
を
も
担
っ

て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

ず
、「
司
法
制
度
改
革
と
法
曹

の
新
た
な
役
割
像
」
と
題
す

る
「
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ

ー
�
法
テ
ラ
ス
�
に
関
す
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
、
十
一

月
十
八
日
に
第
二
学
舎
四
号

館
「
Ｂ
Ｉ
Ｇ
ホ
ー
ル
１００
」
で

開
催
し
た
。第
一
部
で
は
「
裁

判
所
か
ら
見
た
司
法
制
度
改

革
」
を
テ
ー
マ
に
、
十
月
末

に
最
高
裁
判
所
判
事
を
定
年

退
官
し
た
滝

井
繁
男
氏
が

基
調
講
演
を

行
っ
た
。
第

二
部
で
は

「
動
き
出
し

た
法
テ
ラ
ス

―
そ
の
課
題

を
探
る
―
」

を
テ
ー
マ

に
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
実

施
し
た
。
な

お
、
今
後
実

施
す
る
法
学

部
百
二
十
周

年
記
念
コ
ロ
キ
ア
ム
の
内
容

は
次
の
と
お
り
。

【
法
学
部
創
立
百
二
十
周
年

記
念
コ
ロ
キ
ア
ム
】

―
二
十
一
世
紀
の
東
ア
ジ
ア

と
日
本
―

日
時
十
二
月
二
日
（
土
）
十

三
時
三
十
分
〜
十
七
時

場
所
尚
文
館
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
Ａ
Ｖ
大
教
室

内
容

�
報
告
�

「
移
行
期
の
東
北
ア
ジ
ア
―

新
旧
の
緊
張
と
将
来
の
地
域

秩
序
―
」

文

正
仁
氏
（
韓
国
�
延

世
大
学
教
授
）

「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
共
同

の
歴
史
像
の
創
造
」

歩

平
氏
（
中
国
社
会
科

学
院
近
代
歴
史
研
究
所
長
）

「
沖
縄
か
ら
見
た
東
ア
ジ
ア
」

我
部

政
明
氏
（
琉
球
大
学

教
授
）

�
討
論
�

豊
下

楢
彦
氏
（
関
西
学
院

大
学
教
授
）

孝
忠

延
夫
（
法
学
部
教
授

・
法
学
研
究
所
長
）

法
学
部
創
立
百
二
十
周
年

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

十
一
月
四
日
、
創
立
百
二
十
周
年
記

念
祝
賀
会
に
お
い
て
、
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー

大
学
学
長
リ
チ
ャ
ー
ド
・
Ｓ.

マ
イ
ヤ
ー

ズ
氏
へ
名
誉
博
士
号
が
贈
呈
さ
れ
た
。

リ
チ
ャ
ー
ド
・
Ｓ.

マ
イ
ヤ
ー
ズ

氏
は
本
学
と
の
共
同
学
位
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
Ｄ
Ｄ
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

の
実
現
に
尽
力
し
、
本
学
の
国

際
化
の
推
進
に
顕
著
な
功
績
を

成
し
た
。
こ
の
た
び
、
創
立
百

二
十
周
年
記
念
式
典
に
来
臨
し

た
機
会
に
、
河
田
悌
一
学
長

は
、
同
氏
の
功
績
に
対
し
敬
意

と
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
名
誉
博
士
の
称
号
記
お
よ

び
記
念
メ
ダ
ル
を
贈
呈
し
た
。

名誉博士号の贈呈式

法
学
部
も
１２０
周
年

�
関
大
・
大
阪
・
中
国
�
を

テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
討
論
会

記
念
行
事
に
シ
ン
ポ
や
コ
ロ
キ
ア
ム

開
幕
は
ヨ
ッ
ト
の
堀
江
氏

�
心
に
夢
と
勇
気
�
語
る

千
里
山
ま
で
ウ
ォ
ー
ク

作
品
展
や
音
楽
会
も

ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
大
学
学
長
に

国 際 化 推 進 に 功 績

名
誉
博
士
の
称
号
贈
る

学術記念展示や
論文集も刊行へ

平成１８年（２００６年）１１月２９日第 ３３９ 号（７）
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に
聞
き
ま
し
た

授業
支援

�����������������������������������

授業支援ステー
ションについて

教務センター

授業支援ＳＡとは？

「学生が参画
する大学」

１４２人の
授業支援ＳＡ

業務は多種多様、
日々業務開発

アドバイザリー
スタッフを配置

まだ発展途上、
今後の展開は？

最
近
、
教
室
で
青

い
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
首

か
ら
提
げ
、
資
料
の

配
布
な
ど
教
員
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
学
生
を

見
か
け
た
こ
と
が
あ

る
と
思
う
。
彼
ら
は

授
業
支
援
Ｓ
Ａ
（
ス

テ
ュ
ー
デ
ン
ト
ア
シ

ス
タ
ン
ト
）
と
い
っ

て
、
教
員
の
授
業
運

営
の
支
援
や
、
学
生

に
対
す
る
授
業
支
援

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
対

応
を
行
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
彼
ら
授
業

支
援
Ｓ
Ａ
の
業
務
内

容
や
そ
の
活
躍
ぶ
り

を
紹
介
し
た
い
。

（
教
務
セ
ン
タ
ー
授

業
支
援
グ
ル
ー
プ
）

政
策
創
造
学
部
の
特
長
的
な

教
育
シ
ス
テ
ム
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
そ
の
中
心
で
あ
り
、
具
体

的
な
解
決
力
・
実
践
力
を
養
う

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
少
人
数
で

行
わ
れ
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
あ

る
。政

策
創
造
学
部
の
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
は
、「
導
入
ゼ
ミ
」、「
専
門
導

入
ゼ
ミ
」、「
専
門
演
習
」、
そ
し

て
「
卒
業
論
文
研
究
」
と
入
学

時
か
ら
卒
業
ま
で
の
四
年
間
に

わ
た
り
体
系
的
に
行
わ
れ
る
。

一
年
入
学
時
か
ら
始
ま
る
導

入
ゼ
ミ
で
は
、
文
献
を
読
み
、

文
章
を
作
成
し
、
必
要
な
情
報

を
収
集
・
分
析
し
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
と
い
っ
た

大
学
で
学
ぶ
た
め
に
必
要
な
基

礎
的
な
技
能
・
知
識
を
身
に
つ

け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
秋
学
期
か
ら
始
ま
る
専
門

導
入
ゼ
ミ
で
は
、
導
入
ゼ
ミ
で

の
学
習
を
深
化
さ
せ
る
と
と
も

に
、
社
会
科
学
的
な
考
え
方
を

養
う
た
め
に
、
具
体
的
な
事
例

を
通
じ
て
政
治
学
的
、
経
済
学

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
一
年
か
け

て
学
び
、
基
礎
教
育
か
ら
専
門

教
育
へ
の
橋
渡
し
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
。

二
年
次
の
秋
学
期
か
ら
同
一

担
任
者
に
よ
り
二
年
間
か
け
て

行
わ
れ
る
専
門
演
習
は
本
学
部

の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
根
幹
を
な
す

も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
担

任
者
の
専
門
分
野
に
関
す
る
研

究
内
容
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

や
事
例
研
究
、
複
数
の
教
員
に

よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ゼ
ミ
等
の

さ
ま
ざ
ま
な
実
施
形
態
を
通
じ

て
学
ぶ
と
と
も
に
、
学
生
一
人

ひ
と
り
が
自
ら
こ
れ
ま
で
の
講

義
や
演
習
で
学
ん
だ
こ
と
を
も

と
に
政
策
課
題
の
設
定
、
政
策

決
定
、
政
策
実
施
、
さ
ら
に
は

政
策
評
価
と
い
っ
た
能
力
を
育

成
し
て
い
く
場
と
な
る
。

そ
し
て
、
四
年
次
の
秋
学
期

に
お
い
て
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
集

大
成
で
あ
る
卒
業
論
文
研
究
に

よ
り
、
個
別
指
導
を
受
け
卒
業

論
文
等
を
四
年
間
の
成
果
と
し

て
作
成
し
て
い
く
。

こ
の
よ
う
に
四
年
間
に
わ
た

り
配
当
さ
れ
た
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を

通
じ
て
、
政
策
立
案
の
た
め
に

必
要
な
知
的
関
心
を
萌
芽
さ

せ
、
知
的
探
究
心
と
し
て
開
花

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
政

策
立
案
力
を
備
え
た
「
地
球
市

民
」
を
育
成
す
る
た
め
の
教
育

を
進
め
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

開
設
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

参
加
者
募
集
中

政
策
創
造
学
部
の
開
設
を
記

念
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
実
施

す
る
。
興
味
の
あ
る
諸
君
は
奮

っ
て
参
加
願
い
た
い
。

テ
ー
マ
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る

対
話
と
共
同
―
そ
の
課
題
と
可

能
性
―
」

日

時
十
二
月
十
七
日
（
日
）

十
三
時
か
ら

会

場
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
百

周
年
記
念
会
館
ホ
ー
ル

内

容

〔
基
調
講
演
�
〕「
北
東
ア
ジ
ア

の
安
全
保
障
に
向
け
た
新
し
い

多
国
間
ア
プ
ロ
ー
チ
」
フ
ラ
ン

シ
ス
・
フ
ク
ヤ
マ
氏
（
Ｊ
・
ホ

プ
キ
ン
ス
大
学
教
授
）

〔
基
調
講
演
�
〕「
日
本
と
東
ア

ジ
ア
の
新
し
い
関
係
」
岡
本
行

夫
氏
（
国
際
問
題
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
）

〔
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
〕
パ
ネ
リ
ス
ト
�
フ
ラ
ン
シ

ス
・
フ
ク
ヤ
マ
氏
、
岡
本
行
夫

氏
、
白
石
真
澄
氏

〔
申
込
方
法
〕

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
シ

ス
テ
ム
の
「
お
知
ら
せ
」
を
参

照
の
こ
と
。

（
政
策
創
造
学
部
設
置
準
備
事
務

室
）

今
秋
発
足
し
た
教
務
セ
ン
タ

ー
の
中
に
、
授
業
の
質
的
向
上

を
目
的
と
し
、
教
員
・
学
生
に

対
し
て
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
展

開
す
る
た
め
、
授
業
支
援
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
を
各
学
舎
に
設
置
し

た
。教

員
に
対
し
て
は
、
授
業
で

必
要
と
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー

ズ
に
タ
イ
ム
リ
ー
か
つ
オ
ン
デ

マ
ン
ド
に
対
応
し
、
教
育
・
授

業
の
質
的
向
上
を
支
援
す
る
。

ま
た
、
学
生
に
対
し
て
は
、
授

業
に
関
す
る
軽
易
な
相
談
、
拾

得
物
の
取
り
扱
い
、
演
習
資
料

の
印
刷
お
よ
び
各
種
シ
ス
テ
ム

の
操
作
方
法
指
導
等
、
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。

授
業
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
教
務
セ
ン
タ
ー
構
想
で
提

言
し
て
い
る
「
学
生
が
参
画
す

る
大
学
」
を
め
ざ
す
た
め
、
授

業
支
援
Ｓ
Ａ
（
ス
テ
ュ
ー
デ
ン

ト
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）
を
配
置
し

て
い
る
。

彼
ら
に
は
、
授
業
の
運
営
上

必
要
と
な
る
教
員
の
実
務
的
な

支
援
や
、
学
生
が
授
業
を
受
講

す
る
に
あ
た
っ
て
の
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
対
応
な
ど
を
依
頼
し
、

授
業
の
質
的
向
上
や
学
生
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し

て
も
ら
っ
て
い
る
。

秋
学
期
か
ら
の
授
業
支
援
体

制
整
備
に
向
け
、
七
月
に
「
教

員
・
学
生
が
授
業
に
集
中
で
き

る
環
境
を
作
り
、
よ
り
上
質
な

授
業
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
積
極
的
に
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
れ
る
学
生
募
集
」
と

い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
、

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

ム
を
通
じ
て
授
業
支
援
Ｓ
Ａ
を

募
集
し
た
。
そ
の
結
果
、
問
題

意
識
が
高
い
だ
け
で
な
く
、
授

業
や
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
向
上
さ

せ
る
支
援
業
務
に
つ
い
て
、
多

く
の
改
善
提
案
を
持
っ
た
、
非

常
に
優
秀
な
学
生
諸
君
か
ら
の

応
募
が
多
数
あ
っ
た
。

現
在
百
四
十
二
人
の
授
業
支

援
Ｓ
Ａ
が
、
各
学
舎
の
授
業
支

援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
業
務
に
励

ん
で
い
る
。

現
在
の
授
業
支
援
Ｓ
Ａ
の
具

体
的
業
務
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
一
例
で

あ
っ
て
、
教
育
や
授
業
の
質
的

向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
で
あ
れ

ば
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
の

で
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
も
ら
い
た

い
。

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、
Ａ
Ｖ
機

器
の
運
搬
、
設
置
お
よ
び
利

用
補
助

・
各
種
シ
ス
テ
ム
の
利
用
支
援

・
教
室
で
の
資
料
配
付
お
よ
び

回
収
補
助

・
出
席
票
の
配
付
、
回
収
、
整

理
お
よ
び
デ
ー
タ
化

・
レ
ポ
ー
ト
の
回
収
、
整
理
お

よ
び
デ
ー
タ
化

・
授
業
風
景
の
撮
影

・
緊
急
を
要
す
る
教
材
印
刷（
ホ

ッ
チ
キ
ス
止
め
な
ど
の
後
処

理
含
む
）

・
私
語
防
止
業
務
（
教
室
内
の

巡
回
）

・
授
業
期
間
中
の
試
験
実
施
補

助右
の
と
お
り
、
多
種
多
様
で

あ
り
、
日
々
具
体
的
な
業
務
の

検
討
を
繰
り
返
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

業
務
の
合
間
に
は
、
教
室
の

設
備
調
査
を
行
い
、
利
用
者
の

目
線
に
立
っ
た
教
室
の
設
備
や

各
種
機
器
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作

成
、
さ
ら
に
全
学
舎
の
詳
細
な

図
面
の
作
成
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、「
学
生
の
立
場
か
ら
み
た

関
西
大
学
の
改
善
点
」
な
ど
の

レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
、
そ
れ
を

も
と
に
討
議
す
る
な
ど
、
学
生

モ
ニ
タ
ー
と
し
て
も
改
善
に
参

画
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

私
は
今
年
四
月
に
本
学
大
学

院
経
済
学
研
究
科
に
入
学
し
、

九
月
か
ら
第
三
学
舎
の
授
業
支

援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
授
業
支
援

Ｓ
Ａ
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

留
学
生
で
他
大
学
の
学
部
出

身
、
さ
ら
に
普
段
は
尚
文
館
で

授
業
を
受
け
て
い
る
た
め
、
当

初
何
も
わ
か
ら
ず
、
職
員
や
他

の
Ｓ
Ａ
に
聞
い
て
ば
か
り
の
毎

日
で
し
た
。

授
業
支
援
Ｓ
Ａ
に
携
わ
る
以

前
、
事
務
室
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で

学
生
と
し
て
事
務
室
の
職
員
に

対
応
を
受
け
た
際
に
は
、
私
が

質
問
し
た
こ
と
に
職
員
が
整
然

と
答
え
る
の
が
あ
た
り
前
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

い
ざ
自
分
が
カ
ウ
ン
タ
ー
越
し

に
学
生
対
応
を
行
っ
た
時
に
、

学
生
に
教
室
の
場
所
を
伝
え
る

な
ど
あ
た
り
前
の
こ
と
が
で
き

ず
、
こ
の
こ
と
に
気
づ
い
た
時

は
非
常
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま

し
た
。

現
在
は
、
仕
事
を
始
め
て
一

カ
月
が
経
ち
、
周
り
の
人
び
と

の
助
け
も
あ
り
、
よ
う
や
く
一

人
で
解
決
で
き
る
こ
と
が
多
く

な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

授
業
支
援
Ｓ
Ａ
と
し
て
の
仕

事
は
コ
ピ
ー
機
の
使
用
願
の
受

理
な
ど
学
生
の
対
応
、
授
業
で

パ
ソ
コ
ン
を
使
用
す
る
教
員
の

た
め
に
授
業
前
に
教
室
内
で
準

備
す
る
な
ど
、
授
業
の
合
間
に

行
う
作
業
が
主
な
も
の
で
す

が
、
授
業
中
に
学
生
が
カ
ウ
ン

タ
ー
に
い
な
い
時
に
は
、
他
の

授
業
支
援
Ｓ
Ａ
と
と
も
に
授
業

改
善
に
つ
い
て
ブ
レ
イ
ン
ス
ト

ー
ミ
ン
グ
を
行
い
、
文
書
と
し

て
ま
と
め
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

気
づ
い
た
こ
と
は
、
他
大
学
出

身
な
ら
で
は
の
視
点
、
留
学
生

な
ら
で
は
の
視
点
と
い
う
、
私

の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
で
し
た
。

私
を
含
め
い
ろ
い
ろ
な
授
業
支

援
Ｓ
Ａ
か
ら
の
提
案
が
関
西
大

学
の
授
業
改
善
に
つ
な
が
る
か

も
し
れ
な
い
面
白
み
を
感
じ
て

い
ま
す
。

筆
者
右

授
業
支
援
Ｓ
Ａ
の
ほ
か
に
、

教
育
工
学
な
ど
の
専
門
知
識
を

備
え
た
「
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ス

タ
ッ
フ
」
を
配
置
し
て
い
る
。

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ス
タ
ッ
フ
と

は
、
授
業
担
任
者
か
ら
の
さ
ま

ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
だ
け

で
な
く
、
有
効
な
授
業
改
善
策

の
相
談
に
も
応
じ
、
学
習
コ
ン

テ
ン
ツ
の
作
成
に
必
要
な
知
識

や
ス
キ
ル
を
提
供
で
き
る
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン

の
知
識
を
も
有
し
た
ス
タ
ッ
フ

の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
彼
ら
は
、
授
業
支
援

Ｓ
Ａ
の
業
務
開
発
、
支
援
策
の

提
案
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト

の
構
築
な
ど
、
授
業
支
援
Ｓ
Ａ

の
業
務
支
援
も
担
っ
て
い
る
。

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ス
タ
ッ
フ

は
月
曜
日
と
木
曜
日
、
授
業
支

援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
第
二
学

舎
）
で
勤
務
し
て
い
る
の
で
、

ぜ
ひ
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
授
業

支
援
業
務
は
始
ま
っ
た
ば
か
り

で
あ
る
た
め
、
ま
だ
ま
だ
発
展

途
上
に
あ
り
、
教
育
・
授
業
の

質
的
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
は

可
能
な
限
り
積
極
的
に
対
応
し

て
い
く
。
そ
の
た
め
に
は
教
員

の
声
、
学
生
諸
君
の
声
を
で
き

る
だ
け
多
く
集
め
、
多
様
な
ニ

ー
ズ
に
対
応
で
き
る
準
備
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
一
環

と
し
て
、
教
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
の
実
施
も
計
画
中
で
あ
る
。

ぜ
ひ
と
も
授
業
支
援
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
立
ち
寄
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
依
頼
・
改
善
要
望
を
提
出

し
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
授

業
改
善
に
興
味
の
あ
る
学
生
諸

君
は
、
ぜ
ひ
来
学
期
の
授
業
支

援
Ｓ
Ａ
に
応
募
し
て
ほ
し
い
。

大
学
の
内
側
に
立
ち
、
授
業

を
作
っ
て
い
く
過
程
を
見
て
み

た
い
と
考
え
、
授
業
支
援
Ｓ
Ａ

に
な
っ
て
か
ら
二
カ
月
余
り
が

過
ぎ
ま
し
た
。
主
に
授
業
の
準

備
や
事
務
室
で
の
窓
口
対
応
の

手
伝
い
が
私
た
ち
の
仕
事
で

す
。
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
側
に

い
る
だ
け
で
な
く
、
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
側
に
立
つ
こ
と
で

随
分
と
視
野
が
広
が
り
ま
し

た
。

私
が
め
ざ
し
て
い
る
の
は
、

先
生
や
事
務
職
員
と
学
生
を
繋

ぐ
、
頼
れ
る
パ
イ
プ
役
と
し
て

の
授
業
支
援
Ｓ
Ａ
で
す
。
そ
の

意
味
は
二
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
、
た
だ
の
伝
達
係

で
終
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
窓
口
対
応
と
い
う
の
は
、

私
た
ち
で
も
す
ぐ
に
答
え
ら
れ

る
よ
う
な
簡
単
な
質
問
も
あ
れ

ば
、
そ
の
学
生
の
未
来
を
左
右

す
る
よ
う
な
重
要
な
も
の
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
質
問
に

対
し
て
、
私
た
ち
が
安
易
に
答

え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

せ
め
て
そ
の
後
の
対
応
が
ス
ム

ー
ズ
に
運
ぶ
よ
う
な
手
助
け
な

ら
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
業

務
を
丁
寧
に
進
め
る
中
で
、

徐
々
に
自
分
た
ち
が
で
き
る
仕

事
を
増
や
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

二
つ
目
は
、
私
た
ち
を
通
し

て
自
分
た
ち
の
授
業
に
対
す
る

思
い
や
要
望
を
大
学
に
伝
え
、

反
映
で
き
る
ん
だ
と
学
生
に
思

っ
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。「
も
っ

と
こ
う
す
れ
ば
授
業
が
良
く
な

る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
意

見
や
提
案
を
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と

め
る
こ
と
も
授
業
支
援
Ｓ
Ａ
の

仕
事
の
一
つ
で
す
。
学
生
に
と

っ
て
よ
り
身
近
な
私
た
ち
な

ら
、
学
生
の
意
見
を
集
め
や
す

い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い

ま
す
。

先
生
に
は
授
業
づ
く
り
の
サ

ポ
ー
ト
役
と
し
て
信
頼
さ
れ
、

学
生
か
ら
は
よ
り
身
近
な
存
在

と
し
て
相
談
さ
れ
る
よ
う
な
授

業
支
援
Ｓ
Ａ
に
な
る
た
め
に
、

始
ま
っ
た
ば
か
り
の
こ
の
制
度

を
よ
り
よ
い
も
の
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。

特

集

―
授
業
支
援
Ｓ
Ａ
の
協
力
を
得
て
―第３学舎授業支援ＳＡ 賈 暁琳さん

（大学院経済学研究科Ｍ１）

面白みは
自分の中にある

第２学舎授業支援ＳＡ 矢野 博嗣さん
（社会学部４年次生）

頼れるパイプ役を
めざす

政政
策策
創創
造造
学学
部部
にに
おお
けけ
るる

ゼゼ
ミミ
ナナ
ーー
ルル
のの
概概
要要

「
地
球
市
民
」
を
育
成
す
る
教
育

（８）平成１８年（２００６年）１１月２９日第 ３３９ 号
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新刊の新刊の�新刊の�

本
紙
第
三
三
六
号
で
も
紹
介

し
た
誠
之
館
一
号
館
跡
地
の
整

備
が
完
了
し
、「
悠
久
の
庭
」
と

命
名
さ
れ
た
。

全
広
場
面
積
は
、
人
工
芝
千

七
十
平
方
�
、
ス
タ
ン
ド
三
百

七
十
平
方
�
他
を
合
わ
せ
て
千

六
百
七
十
平
方
�
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
屋
根
・
テ
ー
ブ
ル

付
木
製
ベ
ン
チ
十
一
カ
所
と
ス

タ
ン
ド
に
設
置
さ
れ
た
ベ
ン
チ

の
総
着
座
席
数
は
九
百
八
十
五

席
で
あ
る
。

芝
生
広
場
を
囲
む
二
十
三
本

の
ケ
ヤ
キ
に
は
約
一
万
五
千
個

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
（
発
光
ダ
イ
オ
ー

ド
）
に
よ
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
飾
り
、
原
則
と
し
て
大
学

休
業
日
以
外
の
日
没
か
ら
二
十

一
時
三
十
分
ま
で
の
間
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
す
る
予
定
で
、
地
域
住

民
に
も
親
し
ん
で
も
ら
う
空
間

と
し
て
開
放
す
る
。

平
成
十
八
年
度
の
体
育
会
覇
業
披
露
式

が
、
十
一
月
六
日
十
二
時
十
分
か
ら
千
里

山
キ
ャ
ン
パ
ス
総
合
図
書
館
前
で
執
り
行

わ
れ
た
。

体
育
会
覇
業
披
露
式
は
、
体
育
会
各
部

の
試
合
に
お
い
て
、
優
れ
た
戦
績
を
収
め

た
者
や
団
体
を
表
彰
し
、
体
育
会
全
体
の

士
気
を
一
層
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。

今
年
度
は
、
特
に
国
際
大
会
で
の
活
躍

が
目
立
ち
、
ト
リ
ノ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
フ

ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
）
で
八
位
に
入
賞
し

た
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
部
の
�
橋
大
輔
さ
ん

（
文
三
）
を
筆
頭
に
、
ス
ケ
ー
ト
ア
メ
リ

カ
で
グ
ラ
ン
プ
リ
シ
リ
ー
ズ
二
度
目
の
優

勝
に
輝
い
た
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
部
の
織
田

信
成
さ
ん
（
文
二
）、
パ
ン
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

水
泳
選
手
権
大
会
の
八
百
�
個
人
フ
リ
ー

リ
レ
ー
に
お
い
て
三
位
の
成
績
を
収
め
た

水
上
競
技
部
の
浦
部
紀
衣
さ
ん
（
文

二
）、
ス
イ
ス
オ
ー
プ
ン
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ

ド
ス
イ
ミ
ン
グ
に
お
い
て
二
度
目
の
優
勝

を
収
め
た
水
上
競
技
部
の
飯
塚
叔
子
さ
ん

（
工
四
）、
世
界
学
生
射
撃
選
手
権
大
会
で

団
体
優
勝
を
果
た
し
た
射
撃
部
の
松
村
久

基
さ
ん
（
文
三
）、
欧
州
エ
ア
ガ
ン
大
会
で

優
勝
の
射
撃
部
の
安
西
美
帆
さ
ん
（
文

二
）、
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
で
優
勝
の
レ

ス
リ
ン
グ
部
の
前
原
愛
さ
ん
（
社
二
）
ら

国
際
大
会
入
賞
の
十
人
お
よ
び
全
日
本
大

会
レ
ベ
ル
で
優
勝
し
た
二
団
体
二
人
に
学

長
杯
が
授
与
さ
れ
た
。

そ
の
他
、
国
内
の
大
会
で
活
躍
し
た
合

計
三
十
三
の
団
体
お
よ
び
個
人
が
表
彰
さ

れ
た
。

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
市
街

よ
り
ひ
と
足
早
く
秋
冬
の
季
節

が
訪
れ
る
。
普
段
な
ら
終
点
の

「
関
西
大
学
」
で
下
車
す
る
の

だ
が
、
秋
の
す
が
す
が
し
い
晴

天
に
誘
わ
れ
て
「
西
の
口
（
関

大
正
門
前
）」
で
降
り
て
み
よ

う
。
正
門
前
か
ら
セ
ミ
ナ
ー
ハ

ウ
ス
高
岳
館
を
通
り
過
ぎ
、
紅

葉
を
楽
し
み
な
が
ら
教
室
棟
ま

で
上
る
坂
道
は
、
高
槻
キ
ャ
ン

パ
ス
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

と
呼
べ
る
だ
ろ
う
。
広
い
階
段

を
降
り
て
寄
り
道
を
す
る
。
鮮

や
か
な
緑
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
横

に
、
こ
れ
ま
で
隠
さ
れ
て
い
た

銀
色
の
四
角
い
建
物
が
見
え

る
。
今
年
七
月
十
三
日
に
華
や

か
な
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

ー
が
開
催
さ
れ
た
関
西
大
学
ア

イ
ス
ア
リ
ー
ナ
で
あ
る
。
秋
か

ら
本
格
的
な
利
用
が
始
ま
り
、

本
学
の
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
・

ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
部
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
他
大
学
の
チ
ー
ム

が
早
朝
や
深
夜
に
も
か
か
わ
ら

ず
関
西
大
学
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ

で
練
習
し
て
い
る
。
こ
の
ア
イ

ス
ア
リ
ー
ナ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
の
管
理
に
よ
る
通
常
の
体

育
施
設
と
異
な
り
、
高
槻
キ
ャ

ン
パ
ス
グ
ル
ー
プ
が
所
管
し
て

い
る
。

「
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
グ
ル
ー

プ
」
と
い
う
と
少
し
耳
慣
れ
な

い
名
前
か
も
し
れ
な
い
。
今
年

八
月
に
、
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
事

務
局
の
「
総
合
情
報
学
部
事
務

室
」、「
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務

室
」
は
、教
務
セ
ン
タ
ー
の
「
高

槻
キ
ャ
ン
パ
ス
グ
ル
ー
プ
」
と

し
て
再
編
さ
れ
た
の
だ
。「
総
合

情
報
学
部
オ
フ
ィ
ス
」（
元
総
合

情
報
学
部
事
務
室
）「
高
槻
キ
ャ

ン
パ
ス
オ
フ
ィ
ス
」（
元
高
槻
キ

ャ
ン
パ
ス
事
務
室
）
は
、
管
理

棟
一
階
の
以
前
と
変
わ
ら
ぬ
場

所
に
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部

屋
の
室
名
表
示
は
夏
休
み
後
に

新
し
い
名
前
に
取
り
替
え
ら
れ

た
。新

し
い
組
織
と
な
っ
て
す
で

に
三
カ
月
が
経
過
し
た
。
ウ
イ

ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
シ
ー
ズ
ン

到
来
は
、
四
年
次
生
の
卒
業
研

究
が
佳
境
に
入
る
時
期
で
も
あ

る
。
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
心
を
ひ

と
つ
に
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た

キ
ャ
ン
パ
ス
の
運
営
に
全
力
を

注
ぐ
毎
日
で
あ
る
。

（
教
務
セ
ン
タ
ー

高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
グ
ル
ー
プ
）

こ
の
た
び
「
平
成
十
七
年
度

学
生
生
活
実
態
調
査
報
告
書
」

を
刊
行
し
た
。

こ
の
調
査
は
昭
和
三
十
年
か

ら
継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
。

調
査
の
目
的
は
、
本
学
学
生
の

生
活
実
態
を
的
確
に
把
握
し
、

修
学
の
状
況
、
課
外
活
動
、
福

利
厚
生
な
ど
に
関
す
る
基
礎
資

料
を
作
成
す
る
こ
と
に
あ
る
。

第
一
回
調
査
以
来
、郵
送（
調
査

票
返
送
方
式
）
に
よ
る
調
査
を

実
施
し
て
き
た
が
、
昨
今
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
、
パ
ソ

コ
ン
所
有
率
の
上
昇
に
伴
い
、

今
回
の
調
査
か
ら
ウ
ェ
ブ
調
査

を
導
入
す
る
こ
と
と
し
た
。

調
査
方
法
と
し
て
は
、
事
前

に
文
書
お
よ
び
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
で
通
知
を
受

け
た
調
査
対
象
者
が
、
調
査
期

間
内
に
学
生
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
、
ア
ン

ケ
ー
ト
に
回
答
す
る
形
式
で
あ

る
。
現
在
、
学
生
生
活
課
、
教

務
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
配
布
中
。

（
学
生
セ
ン
タ
ー
）

◆バドミントン部
関西学生バドミントン選手権新人戦大会
１１／２９（水）～１２／３（日）
大阪市中央体育館、東淀川体育館
大阪学生バドミントン選手権新人戦大会
１２／５（火）～１２／１４（木）
大阪市中央体育館、東淀川体育館
◆美術部
第８７回関西大学美術部白鷲会展
１１／２９（水）～１２／３（日）
大阪市立美術館地下展覧室
◆重量挙部
第５４回関西学生ウエイトリフティング選
手権大会
１２／１（金）・２（土）
羽曳野市立総合スポーツセンター はびき
のコロセアム
第４２回大阪ウエイトリフティング選手権
大会
１２／３（日）
羽曳野市立総合スポーツセンター はびき
のコロセアム
◆少林寺拳法部
２００６年度少林寺拳法関西学生新人大会
１２／２（土）
豊中市立千里体育館
◆なぎなた部
第６回全日本男子なぎなた選手権大会
１２／２（土）
富山県・福野体育館
◆千里山法律学会
全国学生法律討論会
１２／２（土）
専修大学
一回生討論会
１２月中旬
立命館大学
◆拳法部
第４回昇段級審査会
１２／３（日）
豊中市立武道館「ひびき」
◆会計学研究部
Jr.論文研究大会
１２／３（日）
千里山キャンパス
◆将棋部
二軍戦
１２／３（日）
甲南大学
◆第２部 混声合唱団リーダークランツ
第３７回定期演奏会
「諸行無常～オトハ、イッテタ～」
１２／３（日）
千里山キャンパス 有鄰館１階多目的ホ
ール
◆第２部 軽音楽部
追い出しライブ
１２／７（木）・８（金）

千里山キャンパス 有鄰館１階多目的ホ
ール
◆卓球部
第４０回会長杯争奪卓球大会
１２／８（金）～１０（日）
大阪市・千島体育館
◆演劇研究部「学園座」
冬公演
１２／８（金）～１０（日）
千里山キャンパス 凜風館４階小ホール
◆第２部 邦楽部
学外演奏会
１２／１２（火）
吹田メイシアター小ホール
◆混声合唱団「ひびき」
第４０回記念定期演奏会
１２／１０（日）
伊丹市立文化会館いたみホール
◆速記部
第９２回全日本大学速記競技大会
１２／１０（日）
東京都・国立オリンピック記念青少年総
合センター
◆能楽部
第３８回関大能
１２／１０（日）
大阪市・山本能楽堂
◆交響楽団
第５８回定期演奏会
１２／１５（金）
吹田メイシアター大ホール
◆第２部 演劇研究会「学窓座」
２００６年度 冬公演「土管」
１２／１５（金）～１７（日）
千里山キャンパス 有鄰館１階多目的ホ
ール
◆落語大学
平成１８年度若手公演
１２／１６（土）・１７（日）
千里山キャンパス ＫＵシンフォニーホ
ール
◆アイススケート部
第７５回全日本フィギュアスケート選手権
大会
１２／２７（水）～２９（金）
名古屋市総合体育館レインボーアイスア
リーナ
◆グリークラブ
第４８回定期演奏会
１２／２７（水）
豊中市・アクア文化ホール
◆アイスホッケー部
第７９回日本学生氷上競技選手権大会
１／５（金）～９（火）
栃木県立日光霧降アイスアリーナ
栃木県・今市青少年スポーツセンター
日光市・細尾ドームリンク
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八
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誠
司

総
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情
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学
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四
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山
本

伸
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（
平
成
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八
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十
一
月
二
十
七
日
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○
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｓ
＆
Ｉ
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◆T
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B
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P
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A
w
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at
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T
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商
学
部
四
年
次
生

大
野

巧
介

（
平
成
十
八
年九

月
二
十
四
日
）

○
探
検
部

七
月
三
十
日
か
ら
九
月
十
六

日
の
間
、
探
検
部
の
片
岡
賢
佑

さ
ん
（
工
三
）、
塚
本
麻
衣
子
さ

ん
（
商
二
）、
木
下
祐
作
さ
ん

（
経
三
）
の
三
人
が
、
ア
メ
リ

カ
ア
ラ
ス
カ
州
の
コ
パ
ッ
ク
川

を
航
行
し
、
エ
ス
キ
モ
ー
の
狩

猟
生
活
な
ど
に
つ
い
て
調
査
し

た
。

○
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
部

織
田
信
成
さ
ん
（
文
二
）

が
、
十
月
二
十
七
日
（
現
地
時

間
）、
ア
メ
リ
カ
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ

ト
州
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
で
行
わ

れ
た
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の

グ
ラ
ン
プ
リ
シ
リ
ー
ズ
第
一

戦
、
ス
ケ
ー
ト
ア
メ
リ
カ
で
見

事
優
勝
し
た
。

○
総
合
情
報
学
部
教
授

亀
井

克
之
他
編
集

『
広
報
Ｐ
Ｒ
＆
Ｉ
Ｒ
辞
典
』

（
平
成
十
八
年
八
月
十
日
・
同

友
館
・
定
価
二
千
三
百
十
円

�
税
込
�
）

○
文
学
部
教
授

松
浦

章
編

著『
文
政
十
年
土
佐
漂
着
江
南
商

船
�
元
利
資
料

―
江
戸
時
代

漂
着
唐
船
資
料
集
七
―
』

（
平
成
十
八
年
十
一
月
四
日
・

関
西
大
学
出
版
部
・
定
価
三
千

五
百
七
十
円
�
税
込
�
）

高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
グ
ル
ー
プ
２
０
０
６
年
秋

心やすらぐ空間に 夜はライトアップも

学学
生生
生生
活活
実実
態態
調調
査査
報報
告告
書書
をを
刊刊
行行

学
生
生
活
課
、教
務
セ
ン
タ
ー
で
配
布

１１月２９日～１月９日

スケート�橋さん、射撃安西さんら１０人

課外活動行事予定

戦
績
優
秀
者
を
表
彰
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今
年
も
ま
た
年
内
最
後
の

関
大
通
信
を
発
行
す
る
時
期

と
な
っ
た
。
今
年
は
関
西
大

学
に
と
っ
て
、
創
立
百
二
十

周
年
を
迎
え
る
と
い
う
記
念

す
べ
き
年
で
あ
っ
た
。
百
二

十
年
の
歴
史
か
ら
は
、
多
く

の
困
難
を
乗
り
越
え
て
き
た

先
輩
た
ち
の
努
力
の
跡
が
窺

わ
れ
る
。

地
球
上
で
は
こ
の
百
二
十

年
間
に
、
技
術
革
新
の
目
覚

ま
し
い
発
展
が
見
ら
れ
た
。

そ
れ
が
人
類
に
与
え
た
も
の

が
幸
福
だ
け
で
は
な
か
っ
た

こ
と
は
歴
史
の
教
え
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
昨
今
の
Ｉ
Ｔ
産

業
の
進
展
に
は
、
目
を
見
張

る
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
そ
の
一
方
で
、
Ｉ
Ｔ

弱
者
と
言
わ
れ
る
人
び
と
の

存
在
も
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。
こ
れ
か
ら
の
百
二
十
年

間
は
、
そ
の
よ
う
な
社
会
的

格
差
を
見
直
し
て
、
よ
り
良

い
時
代
へ
と
向
か
っ
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
切
に
願
う
。

（
伏
見

英
俊
）

�編集後記�

森
岡

孝
二
（
も
り
お
か

・
こ
う
じ
）
教
授

専
門
は
企
業
社
会
論
。

昨
年
は
『
働
き
す
ぎ
の
時

代
』
を
著
し
、
来
年
一
月

に
は
Ｄ
・
Ｋ
・
シ
プ
ラ
ー

『
ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ
ア
』

を
翻
訳
出
版
の
予
定
。
Ｎ

Ｐ
Ｏ
株
主
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

の
理
事
長
と
し
て
会
社
ウ

オ
ッ
チ
に
あ
た
り
な
が

ら
、
バ
ー
ド
・
ウ
オ
ッ
チ

ン
グ
を
愉
し
む
。
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